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一
一
四

文
字
譜
、

小
野
貴
久

６

特
殊
な
略

７

畳
字
は
、

８

文
字
譜
の

９

底
本
の
不

三
、
本
文
の
翻
刻

改
行
、
北

体
、

平
仮

類
は

明
箇

は
、

４

漢
字
は
、

５

漢
字
・
仮

「
に
」「
は
」

版
元

正

二
、
底
本
を
忠
実

１

本
文
は
文

２

各
丁
の
表

３

仮
名
は
現

一
部

名
と

「
み
」

本
屋

に
翻

字
譜

・
裏

行
の

上
演

享

作
者

並

奥
書

豊

一
、
底
本
に
は
、

翻
刻
『
尊

翻
刻

保
十

木
宗

竹
上

大
阪

氏
将『
軍、

本
文
の
最
終
確
認
は
山
田

上
真
生
、
鈴
木
統
太
郎
、
吉

草
体
、
合
字
等
は
現
行
の
表

名
は
「
ゝ
」、
片
仮
名
は
「

す
べ
て
採
用
し
、
本
文
の
右

所
は
適
宜
同
板
の
他
本
で
補

次
に
掲
げ
る
翻
刻
の
会
（
学

和
人
田
桂

記
に」、

傍
の

っ
た

部
学

の
異
体
字
を
除
い
て
は
、
原

も
に
、
誤
字
、
脱
字
、
当
て

と
し
た
。

九
左
衛
門

刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た

を
手
掛
か
り
に
し
て
、
適
宜

の
終
わ
り
は
、
丁
数
の
数
字

字
体
に
統
一
し
た
。
た
だ
し則

と
字
、

が
、

改
行

と
オ、

感

三
年
（
一
七
二
八
）
二
月
朔

助
、
安
田
蛙
文

野
少
掾

府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
の
七

二
代
鑑
』（
上
）

尊
氏
将
軍
二
代
鑑
』

日
初
行
一

（
上が

担
当
し
た
。

子 改
め
た
。

漢
字
は
「
々
」
に
統
一
し
た

適
切
と
思
わ
れ
る
位
置
に
翻

が
、
特
に
断
ら
な
か
っ
た
。

生
の
研
究
会
）
の
会
員
に
よ

。
た

字
し

っ
て

し
て
通
行
の
字
体
に
統
一
し

仮
名
遣
い
、
清
濁
は
底
本
の

次
の
よ
う
な
校
訂
方
針
に
拠

を
施
し
た
。
た
だ
し
、
道
行

・
ウ
の
略
号
を
（

）
で
示

動
詞
、
送
り
仮
名
、
捨
て

た
。

通
り

っ
た

・
景

し
た

仮
名

演
。
大
坂
豊
竹
座
、
座
本
豊

○
三
丁
本
を
用
い
た
。

）

竹
上

だ
し
、「

」
は
そ
の
ま
ま

た
。

な
さ
れ
た
。

残
し

と
し
た
。

。事
の
類
等
で
は
改
行
し
な
か

。の
類
以
外
の
、
本
文
中
の

っ
た

「
ニ

野
少
掾
。

一

翻

刻 〇
六

の
た
。

。」「
ハ
」「
ミ
」
は

会
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一
一
五

翻
刻
『
尊
氏
将
軍
二
代
鑑
』

※

翻
刻
の
続

な
お
、
大
阪
府
立
中
之
き
は
次
号

島
図
書
館（

上
）

に
掲
載
の
予
定
で
あ
る

に
は
、
翻
刻
の
許
可
を
。御

快
諾
賜
わ
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し

一
〇
七

上
げ
ま
す
。

（
山
田
和
人
）
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一
一
六

左
大
臣
経
通
宣
旨
の
趣

家
方
は
。
先
ン
将
軍
尊

詮
。
今
年
ン
い
ま
だ
ウ十

世
々
の
君
神
の
。
裔
と

地
色
中

ウ

ハ
ル

キ 氏三

比
は
師
走
の
ウ十

日
余
り

臣
経
通
公
年
老
給
ふ
与

ウ

序
詞

お
ほ覆

ふ
て
外
な
き
は
天
の

な
れ
ば
殃
一
朝
に
来

津
ひ
つ
き
を
し
ろ
し
め

翻
刻
『
尊
氏
将

尊
氏
将

軍
承
は
り
。
義
詮
に
向
は
せ
給
ひ

の
舎
弟
。
足
利
左
馬
ノ
頭
直
義
欲

歳
。
相
ウ随

ふ
も
の
ゝ
中ふ

は
。

ウ塩

仰
な
り
。

色

。 冶

。
ハ
ル南

殿
に
出
ツ
中御

あ
り
万
機
ウ百

司

奪
に
よ
り
。
ハ
ル共
に
扶
翼
の
ウ右
大
臣

ハ
ル

徳
。
載
て
棄
ざ
る
地
の
恵
。
是

る
。
誠
に
人
倫
王
教
の
始
メ
。
是

す
。
九
十
七
代
と
輝
き
し
。
光

の に

二
代
鑑
』（
上
）

軍
二
代
鑑

誠
に
先
帝
後
醍
醐
の
天
皇
は
。

心
不
敵
の
勢
ひ
は
。
人
も
ゆ
る

判
官
高
貞
。

ウち
よ
く

勅
（
一
ウ
）
に

詞

応

政
ウ延

喜
天
暦
の
跡
を
お
ひ

藤
原
の

色具
親
。

ウ飽
迄
ほ
こ
り

ウ威
を

ウ

則
る
妹
背
の
道
。
陰
陽
の
気
激

よ
り
出
る
君
と
臣
。
体
に
随

明
院
の
御
代
に
こ
そ
ヲ
ロ
シ

民
。 ふも当

今
と
御
中
あ
し
く
。
月
卿
雲
客

さ
ぬ
勇
者
の
体
。
続
て
尊
氏
の

じ
て
参
内
し
。
各
円
座
敷
嶋

嫡の

ハ
ル聖

徳
ウさ

か
ん

盛
に
ま
し
ま
せ
ば

ウ帝
道
に

て
ら
し
。

ハ
ル星

の
数
に
ぞ

中班
列
有
ル

中

ウ

ウ

す
る
時
は
。
雷
百
里
を
驚

手
の
ご
と
く
。
足
利
ゞ
一
家
の

豊
に
。
靡
く
（
一
オ
）
な
れ
。

塩 す

一
〇
八

作
者

諸
大
名
二
タ
方
に

男
。
足
利
の
義

。
道
明
ら
け
き

中梅
た
る
。
左
大

。
階
下
に

ウ詰
し
武

ハ
ル

ウ

。
婚
姻
の
礼
乱

武
功
に
よ
り
。
天

並
木
宗
助

安
田
蛙
文
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一
一
七

翻
刻
『
尊
氏
将

立
テ
。

詞最
前
よ
り
の
御

罷
成
ル
。
い
か
成
ル
人
か

ケ
。
一
家
の
主
人
の
某

て
も
数
な
ら
ね
ば
論
は

軍 詞に

と
。
其
身
の
不
肖
を
よ

地
中

ウ

二
代
鑑
』

。
甥
君

其
器
に

気
色

無
益
。
地
ウ義

く
知
て
。

吏
韓
の
才
藩
鎮
の
器
量

て
よ
り
。

地
中内

に
は
あ
れ

し
て
ウ新
田
が
大
軍
都
へ

父
甥
の
中
な
れ
ば
か
く

ご
と
く
。
凡
大
将
た

色る

後
に
心
せ
き
早
く
お
う

な
く
て
は

成
ル
ウ右

大

来
ら
ず
。

い
ふ
も
汝

者
は
。

け
と
す
ゝ

引
キ
分
れ
。
度
々
の
軍

新
田
を
越
前
へ
追
払
ひ

恩
賞
に
は
征
夷
将
軍
と

身
。
将
軍
職
を
賜
る

ウう
し
ろ

ウ

に
年
月

。
義
貞
既

な
し
給

こ
と
。
父（

上
）

を
悪
く
云
イ
な
し
。
将
軍

備
り
何
故
に
功
な
き
ぞ

す
る
慮
外
者
。
右
大
臣
具

詮
を
伴
つ
て
ハ
ル早

く
帰
れ

義
詮
辞
退
の
其
上
は
。
早
く
退

職
の
器
色

や
。
返
答

親
公
の

と
。
ウい

。
中
々
勤
る
職
に
あ

臣
具
親
公
。

ハ
ル玉

体
を
守

詞末
の
軍
に
か
ち
た
る
と

が
為
と
。

地
ウ我

身
に

ウ望
む

謀

を
帷
幕
の
内
に
め

ハ
ル

り

む
る
体
。
叔
父
の
直
義

ら
ず
。

給
ひ
。

て
。
将

将
軍
職
。

ぐ
ら
し

つ
ゝ
と
出

を
積
。
新
田
義
貞
三
河
の

に
亡
び
し
上
に
先
帝
も

ふ
。

地
色
ハ
ル

み
か
ど

帝
の
（
二
オ
）
ゑ
い

尊
氏
が
跡
を
継
有
リ
が

ウ

た色

国
。
矢

崩
御
有
リ

か
ん
有

く
は
存

量
な
く
。
此
度
の
勝
軍

に
よ
つ
て
し
あ
ん
有
リ

只
今
の
御
意
を
聞
ず
や
。

は
せ
も
果
ず
か
ツ
ら

出
致
せ
よ
と
。
詞
の
内

ウ

よも
さ
の
み

承
は
ら
ん

己
レ
ご
と

と
笑
ひ

り
塩
冶

申

は
過
言
に
似
た
れ
共

外
に
は
此
直
義
が
（
二

軍
と
成
ル
手
が
ら
に
あ
ら

ハ
ル日

比
こ
ん
い
の
具
親
に

。
勝
こ
と
を
千
里
の
外

ス 。
ホ
ヲ
義
詮
尤
の
勅
答

。
某
先
手

ウ
）
帝
都

ず
。
万
一

。
め
く
ば

に
決
す
。

。
征
夷

矯
の
里
に
軍
勢
を
屯
。

。
地
色
ウ
天
下
一
統
に
定
る
こ

リ
難
く
。
勅
答
せ
よ
と

ウの

ず
れ
共
。
其
器
に
足
ず

詞

とた宣恐 都
を
責

。
ハ
ル
ひ
と
へ
偏
に

まへ
ば
義

れ
有
リ

一
〇
九

手
が
ら
に
あ
ら
ざ
る
条

と
き
め
付
る
。
直
義
バ

き
が
詞
を
か
ざ
り
。
い

。
詞ち

よ
く

勅
に
よ
つ
て
参
内
せ
し

判
官
。
直
義
朝
臣
を
め

色か。
主
君
が

ツ
タ
と
に

か
や
う
に

主
従
。

ど
（
三

大
塔
の
宮
を

に
し

を
急
度
し
ゆ
ご
す
る
故

お
う
け
申
シ
な
ば
尊
氏

せ
す
れ
ば
打

色う
な
づ
き

直
義
と
義
詮
と
一
ト
口

。

将
軍
と
云
は
。
日
本
武
の

大
半
乱

。
其
本
に

の
名
を
下

。
詞今

直
義

に
は
い
は

尊
よ
り

ん
と
謀
し
所
。
義
詮
塩

ウ汝
主
従
が
ウ軍
功
の
色な
す

詮
猶
も

色か
う
べ

頭
を
さ
げ
。

詞某

と
。
地
ウお
と
な
し
や
か
に
ウ言 所い 冶

が
対
陣

。
詞先
義

ま
だ
弱

上
有
ル
。

恥
辱
と

ら
み
付

い
ふ
と

横
合
イ
よ

オ
）
に

れ
を
静

聞
お
ぢ

す
。
叔

が
詞
の

れ
ぬ
こ

始
り
。

し
て
。

詮
へ
の

年
ン
の

ハ
ル塩

冶
は
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一
一
八

か
は
り
。
京
都
の
将
軍

地
色
ハ
ル

帝
重
ね
て
宣
ふ
は
。

詞塩

る
。

地
色
ウ

帝
は
遥
に
ゑ
い
覧
有
リ

る
故
に
征
夷
将
軍
に
任

ウ

地
色
ウ

上
に
は
具
親
目
も
は
な

ウ直
義
朝
臣
。
あ
な
ど
り

が
ウ用

（
四
オ
）
意
の
木

地
色
中

直
義
ウ是

こ
そ
幸
な
れ
。

打
ふ
せ
よ
と
。
地
色
ハ
ル

あ
ざ
む

ハた

る
ゝ
は
お
ぢ
ご
の
御
ひ

せ
め
て
某
一
人
に
敵
し

翻
刻
『
尊
氏
将

り
の
詞
を
受
。
立
帰
る

ん
と
す
。
直
義
朝
臣
声

而
か
け
隔
り
。
双
方
を 軍色た

る
べ
し
と
。
宣
旨
は
重
く
身
に

冶
判
官
高
貞
は
。
此
度
弱
年
の

。
朕
万
乗
の
（
四
ウ
）
ウ位

に
即
。

じ
た
り
。
さ
れ
共
十
五
に
成
迄
は

ハ
ル

ウお
も

大 ハ

さ
ず
。
塩
冶
は
後
に
心
を
は
り
。

か
ね
て
見
へ
け
る
所
を
。

ウち
よ
く

勅

諚

刀
。
直
義
朝
臣
と
義
詮
の
。

フ
シ前

に

ルゝ
き

擲
殺
し
て
く
れ
ん
づ
と
。
お
と
ウな

き
な
が
ら
ウ居

合
イ
ご
し
。
ウ互

に
声
か

い
き
。

地
ウ必

争
ふ
こ
と
な
か
れ
と
。

て
見
よ
と
あ
ざ
笑
ふ
。
お
望
み
な

二
代
鑑
』（
上
）

は
却
て
無
礼
。
地
ハ
ル
よ
し

（
三
ウ

あ
ら
ゝ
げ
。

詞ぜ
ひ
帰
ら
ず
は
引
ツ

色押
な
だ
め
。
詞某
父
尊
氏
の
教
を 立余

り
。
義
詮
卒
に
領
掌
あ
れ
ば

将
を
扶
。
水
よ
く
船
を
浮
へ
る

ル一
事
の
善
を
も

ウし
や
う
賞
せ
ず
ん
ば
有
中べ

鎌
倉
を
よ
く
治
め
都
の
し
ゆ
ご
は

ウ

。

ハ
ル一

字
口
伝
の
木
劔
も
ウ是

に
は
や

成
ル
は
し
づ
ま
れ
と
左
大
臣
の
御

置
キ
て
ぞ
引
キ
さ
が
る
。

げ
な
く
も
色立

向
ひ
。
詞汝

が
詞
一
理

け
ウ立

向
ふ
は
ト
ルめ

ざ
ま
し
か
り
け

は声 る

塩
冶
を
せ
い
し
て

ハ
ルい

た
め
る
詞

ら
ば
木
太
刀
を
以
て
。
某
が
小
腕

）
上
は
明
か
な
り
。
ウ勅
を
乞
受

ん
と
。

地
ハ
ル

い
き
ほ

勢
ひ
か
ゝ
れ
ば
塩
冶
も

受
。
万
人
の
敵
に
あ
た
る
こ
と
其直 奉

直
義
朝
臣
ぜ
ひ
も
な
く
共
に
勅

ご
と
く
。
忠
心
武
功
か
ん
ず
る
に

か
ら
ず
。
詞尊

氏
が
柳
営
の
根
を

直
義
た
る
べ
し
。
地
色
ウ

其
時
節
に
及
び

フ
シ

答 継

か
。
中及

ぶ
べ
き
。
じ
や
く

弱
年
ウな

が
ら

高
。
ハ
ツ
ト
二
人
は
相
引
に
フ
シ左

有
リ
。
遠
慮
な
く
ふ
ん
込
ン
で
。

上

有
さ
ま
な
り
。

ウ

右 ハ

義
義
こ
ら
へ
ず
。

詞ナ
ニ
何
万
人

を
試
給
ふ
べ
し
。
地
色
ハ
ル

そ
れ

と

一
一
〇

り
。
主
人
が
一
分
立
べ
し
と
。

た
ま
ら
ず
。
既
に
か
う
よ
と
見
る

栄
有
リ
な
が
ら
。
若
年
と
見
あ

に
申
さ
る
ゝ
。

余
り
有
リ
。
雲
州

者
。
義
詮
と
見

な
ば
ウ直

義
と
入
リ

秘
術
の
太
刀
に

へ
わ
か
れ
て
畏

叔
父
と
い
は
せ
ず

ル
敵
す
る
と
や
。

宣
ば
検
非
違
使

立
あ
が
つ
て
ウよ
ら

所
を
。
義
詮

ウ

頓

な
ど
り
さ
み
せ
ら
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一
一
九

翻
刻
『
尊
氏
将

尤
規
模
の
恩
賞
な
が
ら

ご
ん
が
娘
に
あ
ら
ず
。

宣
ふ
ぞ
や
。
ウ帝

様
を
始

か
け
給
へ
ば
。
詞イ

ヤ
サ

右
大
臣
は
姫
君
に
兼
て

地
色
中

ウ

ハ軍
二
代
鑑
』

。
是
は

何
者
の
子

メ
と
し
皆

様
子
は
外

心
を
か
け

ル

計
悦
ぶ
べ
き
に
。
み
な

其
方
へ
の
恩
賞
は
是
成

に
や
。
賜
物
は
似
た
れ

を
改
め
。
吉
日
を
ゑ
ら

ふ
子
細
も
有
リ
な
が
ら
。

地
色
中

御
簾
間
近
く
し
の
ゝ
め中し

子
と
成

ル
し
の
ゝ

共
ウ花
あ
や

み
宿
の

ウ

時
の

ウ誉

を
召
れ

石
州
吉
備
の
国
は
。
先

経
通
公
ヲ
ク
リ
頓
而

御
前
を

姫
君
は
。

ウあ
て
や
か
に

目
姫
。
い
か
成
ル
宣
旨

地
色
中

ハ
ル

ハと 年
汝
が
討

立
給
ひ
フ
シ伴

ルう
る
は
し

白
露
の

中

（
上
）

塩
冶
が
賜
つ
て
何
の
せ

也
共
分
明
な
ら
ず
候
と

き
こ
し
ウめ

す
手
前
も
有

に
な
し
。
早
田
の
大
な

し
故
。
思
ひ
よ
ら
ず
と
胸
さ
は
ぎ

ん
な
き
子

。
地
ハ
ル
聞
て

リ
。
ウゆ

く

ご
ん
が

不
便
さ
い
と
を
し
み

め
姫
成
ル
ぞ
。
古
三

め
に
も
す
ぐ
れ
し
は
。

妻
に
送
ら
ん
と
恵
の
深

れ
を
有
難
く

フ
シ頭

を
。
さ 他ウ

ル

ウ

ハ

。
去

ぬ
る
月
五
節
の
舞

ル

に
異
な

位
頼
政
が

杜
若
の

き
御

中詞
。

ぐ
る
計

を
勤
め

取
て
西
国
の
お
さ
へ
と

ひ
出
る

く
。
毛

ウ西
施
も

ウ面
テ

。
フ
シ花
に
こ
ぼ
る
ゝ
ふ
ぜ

詞

ン

い な
れ
ば
。

を
恥
鏡

な
り
。

細
有
リ
。
君
は
し
ろ
し

驚
く
ウし
の
ゝ
め
姫
。
な

ゑ
も
し
ら
ぬ
娘
と
は
ウ我

妻
は
小
産
を
遂
。
其
砌 めふ

。
憚
り
な
く
す
ゝ
み
出

ウ

色

さ
れ
ず

ウ具
親
公

身
に
重
て

賤
し
き

。
コ
ハ
心

詞

れ
ば
。
頼
も
し
き
夫
を

。
地
中い

づ
れ
（
五
ウ
）

ウあ

よ
中花
。

ウ塩
冶
が
手
が

姫
君
は
何
と
や
ら

ウ面
は

也
。

ら

ウ

し
こ
と
。
百
官
こ
ぞ
つ
て撰

後
安

や
め
と

ウ引

を
顕
す

ゆ
げ
成
ル

賞
美
せ

所
領
は
中
々
珍
ら
し
か

を
覆
ふ
御
粧
ひ
。
早
田
の ら

ず
。（

大
納
言

一
一
一

や
。
あ
の
し
の
ゝ
（
六

何
自
に
意
趣
有
て
。

覚
な
し
。
サ
ア
何
故
ぞ

者
の
子
を
も
ら
ひ
し
と

へ
ぬ
宣
旨
か
な
。
武
家

オ
）
め
姫

か
ゝ
る
ひ

そ
れ
聞
ふ

密
に
聞

に
官
女
を

く
な
し
て
ゑ
さ
せ
ん
。

キ
わ
づ
ら
ひ
し
は
。
さ

ハ

為
。
今
よ
り
は
し
の
ゝ

御
有
さ
ま
。
塩
冶
は

ウ猛
ヤルのき

色

詞

し
を
。
父
大
納
言
此
世

ア
判
官

み
姿
の

め
を
ハ
ル

よ

も
の
ゝ

に
あ
ら
ば

五
オ
）
地
ウそ

れ
塩
冶
へ
の

ウ道
兼
卿
の

中御
娘
。
見
る

賜
物
と
ハ
ル仰

目
も
た
は

は
大
な

が
こ
と

と
せ
り

ク
。
然
ら

賜
る
は

高
貞
。

勝
れ
ぬ

姫
と
名

ふ
の

ハ
ル思

。
い
か

を
受
て

む
篠
の



■
■
■
■
■
■
■
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一
二
〇

折
も
こ
そ
あ
れ
向
ふ
よ

近
く
よ
り
。
ヤ
ア
景
忠

右
大
臣
具
親
は

よ
の

人
の
ち
ゑ
か
る
心
の
友

な
く
。
フ
シ野

道
を
ま
は
つ

地
色
中

ウ

ひ
ゞ
（
七
オ
）
き
た
る

せ
共
。
底
の
心
に
ゆ
だ

地
色
ハ
ル

ウ

う
し
ろ

後
の
殿
に
入
リ
給
ふ
。

地
色
中

重
ね
て
の
勅
色定

に
は
。

職
ウし

は
ら

暫
く
鎌
倉
に
下
る
べ

詞

詞ナ
ウ
さ
が
な
や
具
親
公

忍
び
か
ね

ス
ヱ
テ

ふ
し伏

沈
み
た
る

フ
シ

翻
刻
『
尊
氏
将

ば
親
は
誰
レ
共
し
れ
ず

そ
心
づ
よ
け
れ
。

地
色
中
し
の
ゝ
姫
は
ウ兼
て
よ
り

中 軍。ハり
。
直
義
が
執
権
渕
辺
伊
賀

守

と
声
か
く
れ
ば
。

詞コ
レ
ハ

具

前
に
心
を
か
け
。
思
ひ
も
よ
ら
ぬ

。
足
利
直
義
頼
ん
と
け
ら
い
犬
養

て
あ
ゆ
み
行
ク
。

ハ
ル

ウし
つ

ウふ
ち

ノ

景

綸
言
に
。
具
親
も
直
義
も
共
に
怒

ん
な
く
。
釼
を
歩
む
足
利
の
。

ウ

何
者
の
種
に
も
せ
よ
。
朕
今

よ

し
。
直
義
塩
冶
両
人
は
ハ
ル都

に
留
ま栄

。
故
な
き
娘
と
偽
言
。

地
中慥

な
せ

有
さ
ま
を
。
地
ウ経

通
公
の
ウ御

は
か
ら

二
代
鑑
』（
上
）

大
な
ご
ん
の
子
で
な
き
者
を
。
地

ル忍
び
妻
有
ル
身
な
れ
共
。
ウ勅
定
と

ウ塩い
た
ゞ
。（
七
ウ
）
供
を
も
つ
れ
ず

親
公
。
そ
れ
成
ル
は
玄
馬
殿
。

地
ウ某

勅
定
に
て
塩
冶
が
妻
に
な
り
し
こ

玄
馬
を
つ
れ
。

ウか
ん寒
風
は
げ
し
き
朝

只

れ
ど
か
ひ
も
な
く
。
運
は
義
詮
帝

ぞ
。
長
く
三
重

伝
り
ぬ
。

中

と
名
を
改
め
。
塩
冶
が
妻
と
な
す

り
し
ゆ
ご
せ
よ
と
。
御
れ
ん
遥

う
こ

色侍
ふ
か
。

ハ
ル父

母
も
お
は
せ
ぬ

ひ
ハ
ル歎

き
は
玉
座
へ
恐
れ
有
リ
。
ひ

冶
に
賜
り
何
の
益
。
ハ
ルぜ
ひ
此
こ

ひ
一
ツ
に
は
（
六
ウ
）

ウい
や賤

し
き

と只
一
人
。
互
に
そ
れ
と
見
る
よ

今
お
や
か
た
へ
参
る
道
。
ハ
テ

と
。
猶
逆
し
ま
に
憤
り
何
と
ぞ

朗
。
ウ是

も
君
故
か
ち
は
だ
し
。
ウ

ウ

り 主

よ
り
妻
を
賜
る
ふ
し
ん
ぎ
の
塩
冶

ウい
き
ど
ほ
ハ
ル

か
ら
は
恩
賞
不
足
は
よ
も
あ
ら
じ

に
入
リ
給
へ
ば
皆
々
ハ
ツ
ト
う
づ

故
。

ウあ
な
ど
り
給
ふ
か
う
ら
め
し

ら
に

と
仰
に
随
ひ
。
官
女

一
一
二

は
ウ御
無
用
と
。
聞
は
つ
り
し
を

胤
と
い
は
れ
て
は
。
先
祖
の
瑕
瑾達 幸

も
。
悦
び
顔
に

よ
き
所
で
御
対
面

よ
を
盗
む
べ
き
。

従
二
人
そ
れ
と

。
ウ互

に
礼
義
を
尽

。
地
ウ弥

義
詮
は
将
軍

く
ま
り
。
身
に

や
と
。

ウ帝
の
前
も

に
い
ざ
な
は
れ

に
。

フ
シ
さ
ま
た
妨
ぐ
る
こ

と
言
イ
色つ
の
り
。
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一
二
一

翻
刻
『
尊
氏
将

地
色
ウ
右
大
臣
大
き
に
悦
び
。

な
し
。
地
色
中
イ
テ
直
義
の
館

出
は
無
用
。
其
子
細
は

に
か
く
さ
ん
為
。
某
一

詞

し
。
四
海
の
内
は
御
両

軍
二
代
鑑
』

扨
々
い
か

へ
行
キ
。

。
某
が
相

人
密
の

所
の
。
心地

ハ

ん
。
サ
ア

ど
う
じ

地
色
ウ

渡
り
に
船
と
渕
辺
が

色悦

け
ら
い
八
幡
六
郎
と
申

や
し
き
。
案
内
は
よ
く

具
親
公
の
御
望
さ
へ
叶

ス

地
ハ
ル

取

。
身
が
手
に
入
ん
とや

と
主
従

び
。

詞御
賢

者
。
中

知
た
り
。

へ
ば
。
主

思
ふ
か

と
。
高
位
を
敬
ひ
平
伏

語
ら
ん
。
あ
た
り
を
見

折
を
窺
ふ
せ
ん
も
な
く

冶
へ
よ
め
り
し
（
八
オ

リ

す
。
詞イ

よ
と
三
人

。
帝
よ
り

）
上
は
我（

上
）

い
心
遣
イ
。
成
ル
程
直
義

ハ
ル猶
も
契
約
か
た
め
ん
と

役
高
ノ
武
蔵
ノ
守
（
九
オ

出
立
。
地
ウも

し
さ
と
ら
れ
て

に
任
せ
ぬ
こ
と
は
な
し

ル

。
は
や
こ

願
ひ
の

玄
馬
を

）
師
直

は
あ
し

二
人
。
小
首
か
た
ふ
け

慮
の
ご
と
く

よ
を
う

々
手
に
あ
ふ
者
に
あ
ら

こ
よ
ひ
の
祝
言
を
幸
に

人
直
義
が
日
比
の
願
ひ

ず

フ
シ

ら
。
人
伝
な
ら
ず
出
立
た間

た
が
る

ば
ひ
参
ら

。
い
か

石
打
に

。
将
軍
職

り
。
汝

ヤ
サ
礼
義
に
及
ば
ぬ

が
。
見
廻
し

立
集

の
恩
賞
と
し
て
。
塩
冶

恋
い
つ
か
叶
は
ん
と
。

。
我
レ

り
。
右

判
官
が
妻

無
念
き

ご
と
く
。
将
軍
職
の
御
綸

打
連
行
ん
と
す
。
伊
賀
ノ

は
海
共
山
共
し
れ
ぬ
心
底

か
り
な
ん
。
ウ是

よ
り
直
に

と
急
に
候
へ
ば
。
只
今

旨
を
申
シ

守
は
色押
と

。
か
れ

御
帰
り

直
に
御
心

。せ
ん
と
。
主
人
某
工
夫

ゞ
は
せ
ん
と
謀
し
に
。

（
八
ウ
）
こ
と
を
よ
せ
。

の
御
綸
旨
を
。
申
シ
受

地て

身
が
や
か
た
に
来
る
と

を
こ
ら
し

ナ
フ
究

ウ

よ
御
前

色た
ま
は
賜
る
べ

は
。
心
し

と
て
も
直
義
に
頼
度
キ
こ

大
臣
色小
声
に
成
リ
。
詞某
常

に
賜
り
。
師
走
の
果
に

つ
く
は
い
や
む
時
な
し
。 と

有
ツ
て

々
大
な

祝
言
と
て

そ
れ
故

一
一
三

下
し
て
ゑ
さ
せ
ん
と
。

ゞ
め
。
詞御
得
心
有
ル
上

に
は
主
従
心
を
置
キ
。
今

と
。
ハ
ル云

に
ほ
く

打
色

腹
承
は
ら
ん
と
の
べ
に

フ
シ

命
に
か
け

は
主
人
が

日
の
内
談

う
な
づ
き

け
る
。

候
所
。
何
ぶ
ん
塩
冶
が

竟
の
こ
と
こ
そ
候
へ
。

ン
を
盗
む
こ
と
。

ハ
ル仕

課

し
。
詞然

ら
ば
将
軍
義
詮

り
の
直
義
朝
臣
。
定
て

た
く
ま
し

某
塩
冶
が

せ
ん
は
あ

。
塩
冶
諸

よ
が
こ

。
主
従
か
様
に
密
の
出

ご
ん
道
兼
が
娘
。

よ
御

。
も
の
ゝ
ふ
共
に
輿
を

直
義
の
智
略
を
頼
み
。

立
地先

汝
に

前
に
心

守
ら
せ
。

よ
姫
を

て
違
ひ

館
へ
御

も
師
直

。
詞心

底

き
に
。

在
京
の

ん
の
内
。

共
討
亡

と
な
ら

子
細
を

を
か
け
。

今
日
塩

う
ば
ひ



■
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一
二
二

八
幡
六
郎
打
悦
び
。
ア

日
チ
。
御
他
行
の
其
内

家
中
ざ
ゝ
め
く
其
中
に

君
の
御
舎
弟
四
郎
左
衛

条
。
先
達
て
飛
脚
到
来

地
色
ウ

中

詞

に

兼
卿
の
御
娘
。
ウし

の
ゝ

こ
よ
ひ
定
ま
り
御
祝
言

地
色
ウ

子
の
時
ぞ
と
。
わ
る
ぢ

す
ゝ
ん
で
三
重

地
ハ
ル

別
れ
行

娉
す
れ
ば
妻
と
成
リ
奔
れ

も
し
と
。
そ
や
し
あ
ふ

地
色
中

伊
賀
ノ
守
は
聞
よ
り
も

翻
刻
『
尊
氏
将

し
れ
ぬ
師
直
に
。
包
む

の
御
願
ひ
道
に
て
あ
ふ

に
成
リ
。
ウ塩
冶
が
在
京

。 軍のレ
ヲ
き
け
女
房
。
主
人
塩
冶
殿
は

。
思
ひ
よ
ら
ぬ
（
十
ウ
）
御
祝

。
家
老
八
幡
六
郎
長
房
。
女
房
立

門
ノ
尉
高
則
様
。
一
チ
月
の
お
暇

。
地
ウ宜

敷
ク
ハ
ル御

披
露
と
相
の
べ
て
。
フ言 シ奏

め
姫
と
聞
へ
し
は
。
も
ゝ百

の
媚
有
ル

公
家
高
家
方
（
十
オ
）
大
小
名
。

ウ

ハ
ル

ゑ
悦
ぶ
は
や
が
て
ん
。
三
人
よ
れ

ば
ウせ

う妾
と
成
ル
と
中か

や
。
塩
冶
判
官

フ

かハチ

た
る
主
従
の
。（
九
ウ
）

フ
シ
そ
ろ揃

ひ
も
揃

血
気
に
は
や
ら
ば
あ
や
ま
ち
有
リ

二
代
鑑
』（
上
）

と
有
は
尤
々
。
地
ウこ
よ
ひ
の
加
勢
に

た
り
叶
ふ
た
り
。
か
ゝ
る
智
略
を

や
し
き
へ
取
リ
か
け
。
無
二
無
三御

舎
弟
へ
仁
心
深
く
。
此
度
湯
治

。
御
し
ら
せ
申
ス
や
い
な
や
。
早

野
そ
れ

に
。
儀
式
ま
か
な

給
は
り
。
有
馬
へ
湯
治
な
さ
れ
し

者
は
広
間
に
出
に
け
り
。

ひ

た
ち
と
て
其
名
を

よ
と
中改

め

ルこ
と
ぶ
き
祝
ふ
ウ進
物
の
。
数
も
ウ万

ウ

ば
文
盲
の
。

ウ道
に
ち
が
へ
る
談
合

ウ高
貞
は
参
州
矢
矧
の

ウぐ
ん軍

功
に
よ
り給ツ

ふ
お
ろ
か
さ
よ
。

。
何
ご
と
も
密
に

壬
生
の

は
玄
馬
を
も
遣
は
す
べ
し
。
ハ
ル汝
宜

聞
か
ら
は
是
よ
り
君
の
御
供
し

に
石
打
立
テ
。
御
望
を
叶
へ
ん
と ての

お
暇
は
。
落
葉
山
の
雪
見
を
か

速
御
帰
り
な
さ
る
ゝ
こ
と
。
親

立
出
る
。
折
か
ら
告
る
奏
者
番

所
。
御
祝
言
と
聞
シ
召
シ
。
こ
よ

兄 傍

ひ
。
塩
冶
が
妻
に
賜
り
て
館

代
千
代
の
種
。
フ
シ取
次
ク
隙
は
な
か

中

ウそ
う

ハ

し
め
。
い
さ
い
は
後
刻
。
お
さ

。
ハ
ル帝

ゑ
い
か
ん
浅
か
ら
ず
。
早

堂
に
て
待
合
せ
。
相
図
を
定
め
打

一
一
四

敷
下
知
せ
よ
と
。
聞
ク
よ
り
玄
馬
色

。
ハ
ル帰

る
や
い
な
や
一
ツ
さ
ん
に

。
後
先
キ
し
ら
ぬ
無
法
の
詞
。
ヲ

す。け
。
御
遊
興
ご
無

の
礼
を
重
ん
じ

近
く
畏
り
。
主

ひ
御
帰
宅
遊
ば
す

へ
入
し
花
嫁
に
。

り
け
り
。

ル
ウ

色

詞

ら
ば
と
い
さ
み
。

田
の
大
な
ご
ん
ウ道

立
べ
し
。
刻
限
は

ゝ
み
出
。
双
方

渕
辺
殿
と
一
手

い
さ
ぎ
よ
し
ウ頼
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一
二
三

翻
刻
『
尊
氏
将

者
是
へ
通
せ
よ
と
フ
シ塩
冶

地
色
中
か
く
と
ウし
ら
せ
の
取
リ

ひ
を
か
け
し
進
物
を
。

対
面
有
べ
け
れ
ど
。
祝 次

此
祝
言
。
妨
し
行
跡

軍
二
代
鑑
』

は
奥
へ
入

を
ハ
ル聞
ク

け
ら
い
に

儀
に
取
リ

何
と
や
ら

出
。
ヤ
ア
左
衛
門

尉

し
矢
矧
の
軍
は
。
将
軍

し
天
下
一
統
に
罷
成
ル

と
ゝ

フ
シ武

家
の
。
礼
儀
ぞ

馬
と
な
の
り
。
直
に
御 高。

詞

ノ

塩
冶
の
舎
弟
同
名
四
郎

則
。
湯

家
の
御
在

よ
と

見
ご
と
成

祝
詞
の
ぶ

左
衛
門

給
ふ
。
も
と
腹
が
は
り

ハ
ル帝
様
を

ウな
こ仲
人
の
祝
言
。

地
色
ウ

暫
く

ウ有
て
表
使
イ
。
主

を
申
シ
上
よ
。
早
く

地
色
中

ウ

君 の
御
中
な

他
家
他
門

の
御
舎

と
お
くノ

（
上
）

リ
給
ふ
。

や
聞
カ
ず
に
咳
払
イ
。

ウあ
ゆ歩

荷
は
せ
座
上
に
居
。
己

込
其
義
な
く
。
自
由
な

むレ

心
よ
か
ら
ぬ
高
官
の
使
者
。
通

を
う
な

も
ウ高

く

が
ら
是
成

治
の
保
養
を
さ
し
置

て

陣
。
新
田
が
取
リ
巻
危

や
ら
ん
を
賜
る
は
家
の

ル
。

地
色
ハ
ル

又

告
来
る
取
次
キ

べ
き
よ
し
。（
十
一
ウ
）

キ

尉
高
則
。
旅
装
束
を
改

。
こ
よ

か
り
し

面
目
世

役
。
御

通
し
申

め
て
入

れ
ど
。
地
ウ道

の
道
た
る
ウ御

さ
へ

ウう
ら
や
羨
む
も
の
。
ウ弟
御

弟
御
帰
宅
と
。
し
ら
せ

へ
追
や
り
。
地
ウ其
身
は
お

ハ
ル

に次 兄
弟
と
。

よ
高
則
様

よ
つ
て

の
ハ
ル
ひ
ろ広
庇リ

る
犬
養
玄
馬
。
伊
賀
ノ
守

座
に
付
ケ
ば
。
八
幡
六
郎

ル
は
部
屋
（
十
二
オ
）
住

さ
ぬ
も
憚
リ
有
リ
。
某
は

が
相
図

色つ
ゝ
し
謹
ん
で

に
て
は

さ
し
ひ
か

ひ
を
こ
と
ぶ
く
到
着
。

を
。
こ
の
か
み
の
武
勇
に

の
聞
へ
。
地
中千
鶴
万
亀
を

前
ウは

る
か

遙
に
頭
を

色す
り
付
ケ
。

さ
ん
や
と
窺
へ
ば
。
塩

ウ詞

来
れ
ば
。
塩
冶
判
官
儀

判
官
が
満

よ
り
。

重
ね
。
ハ

右
大
臣

冶
判
官
ふ

式
（
十
一

ハ
ル主

思
ひ
成
ル
夫
の
詞
。

お
悦
び
は
ウ尤
と

フ
シ
か
げ陰
ひ
な

六
郎
頓
而
さ
し

色心
へ
。

詞

フ
シ
ら
う廊
下
口
迄
出
向
ふ
。

中

聞コ
て
女
房

た
な
き
物

リ
ヤ

一
一
五

を
ち
が
へ
。
ハ
ル先
キ
が
け
し

。
詞具

親
公
の
御
使
者
御

候
へ
共
。
則
塩
冶
が
名

へ
ん
。
両
人
宜
敷
は
か

地
ウ

た
る
無
法

苦
労
至
極

代
と
し
て

ら
ふ
べ
し

足
と
。
詞
の
内
も
頭
を

大
敵
を
越
前
へ
追
払
イ
。

ルま
す

祝
ひ
奉
る
と
。

具
親
公
よ
り
進
物
の
使
者

し
ん
の
体
。
右
大
臣
具

地
ハ
ル

色か
う
べ

オ
）
の
袴
き
か
ざ
り
て

さ
げ
。
誠

卒
に
新
田

敬
ひ
恵

。
雑
掌

親
は
禁
庭 詞

。
の
し

打
中う

な
づ
き
。
塩
冶
様

語
リ
。

女
房
。
御
前
ン
に
も

の
ウお

手
が

御
待
兼
。

者
。
覆

。
主
人

。
舎
弟

。
其
使

ハ
ル

や
過
に

も
討
死

む
兄
お

犬
養
玄

に
て
も

と
立

ら
故
。

御
入
来色



■
■
■
■
■
■
■
■

一
二
四

留
。
は
や
御
一
分
の
立

ら
ず
と

色し
か
み
顔
。

詞八

き
。
足
元
の
明
い
内
何

詞右
大
臣
家
の
雑
掌
玄
番

す
る
所
を
。
高
則
た
ま

詞

ば
奥
へ
ふ
ん
込
ン
で
ぜ

へ
ず
気
色
色を
そ
ん
じ
。

地
色犬

養
（
十
二
ウ
）
玄
馬

の
結
び
は
あ
や
か
り
物

祝
へ
よ
と
。
主
人
具
親ひ詞 色

只
某
名
代
な
れ
ば
御
進

物
。
八
幡
六
郎
諸
共
に

翻
刻
『
尊
氏
将

四
郎
左
衛
門
尉
ノ
高
則

高
則
と
は
。
此
玄
馬
い

ふ
詞
は
な
し
。
と
か
く

ンフけ 軍。
た
る
よ
。
此
ふ
る
ま
ひ
は
麁
忽
の

幡
六
郎
し
ば
し
と
お
さ
へ
。
物
は

と
な
く
帰
れ
ば
よ
し
。
異
義
に
及

。
指
で
も
さ
ゝ
ば
忽
チ
塩
冶
が
為

ら
ず
短
気
の
病
イ
。
飛
か
ゝ
つ
て
引

に
祝
ふ
て
帰
ら
ん
と
。
ハ
ル人

も
な

ヤ
ア
き
つ
く
は
い
成
ル
使
者
の
一

あ
ざ
笑
ひ
。

詞其
進
ン
物
を
見
る
か

。
祝
言
の
夜
の
石
打
チ
は
打
か
た

志
シ
の
此
進
物
。
め
で
た
い
こ
と

げ言 ら

物
を
拝
見
と
。

地
ハ
ル

お
ほ
ひ

覆
を
と
れ
ば

色コ

シう興
さ
め
て
。
こ
そ
見
へ
に
け
れ
。

二
代
鑑
』（
上
）

か
く
申
ス
は
家
老
八
幡
六
郎
と

ま
だ
見
し
ら
ぬ
。
弟
に
も
せ
よ
家

塩
冶
に
対
面
し
進
物
披
見
の
其
上

ハ 申
至
り
。
其
に
御
任
せ
と
詞
を
つ

い
ひ
な
し
聞
な
し
に
て
。
小
事

ん
で
ふ
ん
ご
ま
ば
。
諸
臑
切

て

な
ら
ず
。
地
ウこ

ゝ
で
何
か
と
云
は
む

か
づ
き

ウほ
ね骨
も
折
レ
よ
と
投
付
ケ
て

地
ウ

ハ
ル

くも 切

成
ル
無
礼
の
詞
。
ス
ハ
こ
と
こ
そ

。
右
大
臣
具
親
は
禁
廷
に
て
も

ツ

は
使
者
の
趣
キ
語
つ
て
聞
せ
ん

む
る
と
て
悦
ぶ
こ
と
。
塩
冶
に
直

に
比
興
を
か
ま
へ
。
出
合
ず
は
塩 。

い
か
に
。

ウ手
ご
ろ
に
角
有
ル
ハ
ルこ

つ

ス
者
。
御
口
上
の
御
趣
キ
承
ら
ん

老
に
も
せ
よ
。
塩
冶
へ
直
々
進
ン

に
て
。
地
ハ
ル
使
者
の
趣
キ
ウ語
ら
ん
と
針

物を
し
せ
い
す
れ
ば
。
玄
番
は
漸

必
大
事
と
成
ル
。（
十
三
ウ
）
打

捨
ん
と
。
反
打
か
ゝ
れ
ば
こ

だ
こ
と
。
ハ
ルい

で
判
官
に
対
面
と

。
つ
ゞ
い
て
き
ら
ん
と
す
る
所

や
う

な。

と
ウ六

郎
は
ぜ
ん
ご
を
ウ思

ふ
工
夫

妨
ケ
し
よ
し
。
察
す
る
所
（
十
三

リ

地
ハ
ル

そ
り

器
量
勝
れ
し

よ
姫
。
帝
よ
り

に
対
面
し
。
真
向

先
キ
き
ら
ひ

冶
が
恥
辱
。
取
次
を
し
て
あ
は

の

は
石
。
山
の
ご
と
く
に
積
重
ね

一
一
六

と
相
述
る
。
使
者
は
聞
よ
り
無
興

を
送
る
べ
し
と
の
こ
と
な
れ
ば

ふ
く
み
し
ウ詞
の
末
。
心
へ
が
た

お
き
上
り
堪
忍
な

か
た
め
ん
と
の
御

た
も
身
構
へ
。

奥
へ
ゆ
か
ん
と

を
。
六
郎
頓
而
押

体
。
高
則
こ
ら

オ
）
法
か
い
り
ん

色

賜
つ
て
ふ
う
ふ

な
く
打
か
た
め
て

せ
ば
よ
し
地
ウさ

な
く

心
ば
も
な
き
送
り

顔
。
左
衛
門
ノ
尉

。
お
こ
と
ら
に
い

く
色高
則
は
。
詞イ
ヤ



■
■
■
■
■
■
■
■

一
二
五

翻
刻
『
尊
氏
将

地
色
中よ
御
前
は
（
十
四
ウ

と
を
。
ハ
ル語
り
明
す
物
じ

地
色
中

生
れ
付
た
る
ウ塩

冶
が
色か

な
れ
て
。

な
る
武

内
。
雛
を
な
ら
べ
し
ご

ひ
な

ハ
ル

軍
二
代
鑑
』

）
面
は
ゆ

や
げ
な
。

た
気
。
詞祝

家
の
行
跡

と
く
也
。

高
則
跡
を
見
送
つ
て
打

て
後
。
い
か
や
う
共
は

な
さ
ん
も
は
か
り
が
た

も
し
紛
れ
者
候
は
ゞ
。

ハ
ル新

枕
。
長
地な

ご
や
ぶ
す
ウま

中
フ
シ

地
色
中

ウ

て
。
酒
は
呑
ね
ど
ち
ど

放
し
て
捨

か
ら
ふ
へ

し
。
地
ウ某
は

密
に
か

の
や
は
ウ

り
足
。
よ

進
物
。
か
へ
し
申
さ
ば

此
場
は
六
郎

申
ス

切
リ
に
し
て
く
れ
ん
ず

へ
当
つ
て
意
趣
は
ら
す

。と 無
礼
な
れ

い
ざ
お

。
ウ勢

ひ

。
夜
が
ねフ

シ（
上
）

げ
に
。
ハ
ル夫
を
つ
く

人
に
物
を
思
は
し
て
。

言
に
は
猶
以
礼
義
有
リ

。
地
色
中

見
る
に
付
ケ
ウ聞
ク
に
付 フ。 打

中守
り
。

シ心
に
く
や

女
に
た

ハ
ル

さ
ぞ嘸

や
お

ん
物
。
残

念
さ
（
十

し
。
玄
番
が
詞
を
さ
つ

家
中
の
者
に
ふ
れ
聞
せ

ら
め
置
キ
給
へ
と
。

ハ
ル心

は

と

よ
御
前
の
粧

四

ハ
ル
ン

ろ

し
て
ぞ
帰
り
け

オ
）
よ

す
る
に
右

。
外
廻
り

一
致
。

ひ
は
綺
に

る
。

共
。
塩
冶
が
や
し
き
へ

帰
り
と
地
中そ
だ
て
ら
れ
。

か
ゝ
る
ふ
ぜ
い
を
見
て

ら
れ
ま
い
待
て
お
れ
と

よ。 入
リ
ぬ
れ

い
ウ折

レ

膝
ぶ
し

。
地
ウ
あ
た天
窓
が

詞扨
も
か
た
い
装
束
や
。

と
有
リ
け
れ
ば
。

や
す
く
思
は
れ
ぬ
は
武

か
し
く
思
ふ
ら
ん
と
。
謹 こ

よ
ひ
は

士
た
る
者

み
深
き

と
言

け
れ
ば
。
御
腹
立

大
臣
具
親
が
。
恋
の
叶

を
堅
め
申
さ
ん
。
や
し

内
ウ外

を
ヲ
ク
リ

守
り

入
ル
さ

ユ
リの

も
た
へ
ぬ
色
中な

を
し
。

中イ

詞

は
尤
な

は
ぬ
意
趣

き
の
内

月
の
影

ハふ

塩
冶
も

ば
は
や
御
祝
義
は
相
す

し
ほ
と
知
リ
な
が
ら
。
ハ
ル思

ふ
る
ひ

色す
ゝ
み
兼
。

詞此

ち
成
ル
く
せ
と
し
て
。
ハ ぶル足 ん

だ
り
。

へ
ば
無
念

ん
に
て

の
ふ
る

一
一
七

し
つ
ほ
り
打
と
け
て
。

の
嗜
。
其
方
は
幼
少

詞
の
末
。
ヲ

き
つ
い

地ウ 互
に
思
ふ

よ
り
雲
の

御
遠
慮
。

が
ら
申

て
も
祝
言
の
夜

は
ら
し
。
こ
よ
ひ
の
内

は
御
苦
労
な
が
ら
。
角
々

ル
フ
シけ

行
ク
。
鐘
の
。

中声
聞

装
束
ウ引

キ

繕
ひ
。
寝
間

シ

。
こ
と
ぶ

に
い
か
様

迄
に
お

て
。
心

ウ

は
い
も
せ

御
祝
ひ
の
送
り
物
。
主

と
人
そ
ば
へ
。
立
か
ゝ

帰
る
と
も
。
慮
外
の
段

ひ
の
と
め
ど
な
く
。
進

人
へ
披
露

る
を
高
則

々
申
シ
上

物
遣
ふ
て

む
つ
ご

上
に
住

中そ
の

き
を
納

の
狼
籍

心
付
ケ
。

う
き
立
ツ

の
ハ
ル箱

の

仕
ら
ん
。

が
。
胴

。
塩
冶

投
ら
れ



■
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一
二
六

詞
。
か
り
の
契
り
に
二

ぬ
身
の
上
。

ウ帝
の
咎
を

く
り
せ
し
が
さ
あ
ら
ぬ

よ
つ
て
密
夫
ざ
た
。
事

ハ
ルせ

い
言
の
上
中か

ら
は
。

地
ウ

詞コ
レ
サ

よ
姫
。
猶
予

は
ね
ば
済
ぬ
身
の
願
ひ

面
目
も
な
き
身
の
上
と

地
ウ塩

冶
の
弟
高
則
は
。
ハ
ルや

ず
と
。
ハ
ルい

は
木
な
ら
ね

色

の
眉
を

色ひ
そ
め
。

詞命
に

用
。
先
其
子
細
何
ご
と

翻
刻
『
尊
氏
将

な
ウも
の
ゝ
ふ
こ
そ
。
ハ
ル情

ハ
ル大

内
に
て
も

中か
く隠

れ
な
し

も
。
ハ
ル命
に
か
け
て
自
が

軍世
迄
と
云

か
は
し
。
其
人
な
ら

ウ恐
れ
て
か
。
幾
人
有
ル
色衛

士
の

体
。
フ
ウ
左
様
の
こ
と
有

ま
じ

お
ん
び
ん
に
納
メ
た
し
。
ウ侍

イ
み
や

何
を
隠
さ
ん
色五

節
の
夜
。

詞衛
士
の

ウ

イ

ハ
ル

で内 き

の
体
は
心
元
な
し
。
願
ひ
の
様
子

。
自
ラ
に
は
は
や

ウぬ
し主

定
り
。
い
と

詞

ル

。
ス
ヱ
テ

さ
し
う
つ
む
い
て
云
イ
中か

ぬ
る

し
き
の
内
を
夜
中廻

り
し
。
心
を
配

ば
羨
し
く
。
そ
つ
と
さ
し
足
み 。

か
け
て
頼
度
イ
こ
と
有
リ
と
は
。
他

ゝ
。
世
に
む
つ
ま
じ
く
尋
中ら

れ
。

二
代
鑑
』（
上
）

深
ふ
て
義
理
つ
よ
く
。
何
ご
と
を

。
其
頼
も
し
い
武
士
と
。

ハ
ル大

内
に

。
身
の
上
に
願
ひ
有
リ
頼
れ
て
さ
へ

一
生
に
。
枕
か
は
さ
ぬ
誓
立

。
詞康

綱
殿
の
ゆ
く
ゑ
は
し
れ
ず

こ
と
な
ら
ず
。
其
い
ひ
か
は
し

う
り
頼
ま
る
ゝ
心
底
。
有
様
に

源
次
郎
康
綱
と
云
人
。
つ
ま
戸

ウま
く
ら

テ
。 申に

は
い
か
成
ル
こ
と
。
地
ハ
ル

と
く

語

し
い
と
思
ふ
夫
あ
り
。
暇
を
下

る
折
リ
か
ら
に
。
夜
更
て
さ
ゆ
る

ゝ
中よ

せ
て
。
襖
の
こ
な
（
十
五

れ 睦

人
に
て
さ
へ
聞
捨
が
た
し
。

地
ウい

か

よ
御
ぜ
ん
は
ウ涙

ぐ
み
ハ
ル其

情
有
ル

頼
で
も
。
引
ぬ
は
武
士
の
中な
ら
ひ

て
も
。

中か
く隠

れ
な
し
。
其
頼
も
し

給
は
ら
ば
。
御
恩
の
程
は
忘
れ

お いじ。
又
の
あ
ふ
よ
を
祈
共
。
無
官

地
ウく

よ

こ
が
る
ゝ

ハ
ル其

内
に
。

た
る
夫
と
は
。
公
家
か
武
家
か
下

さ
れ
よ
と
。
さ
も
頼
も
し
く
問

（
十
六
オ
）
忍
び
て
自
ラ
に
。

中

に

と
と
ひ問

け
れ
ば
。
語
る
も
つ
ら
き

し
給
は
れ
と
。
ウ思
ひ
が
け
な
き

言
に
い
か
成
ル
嫁
の
顔
形
。
せ

ウ
）
た
に
ウ聞
ク
共
し
ら
ず
兄
の
ハ
ル塩

中

願

成
ル
こ
と
か

ウし
ら
ね
共
。

ハ
ルふ

う
ふ

詞
は
ウ忝

ふ
て
恥
し
く
。
今
更
様

一
一
八

と
聞
ク
。
ウこ
と
更
塩
冶
判
官
は
ウ頼

を
力
に
て
。

ウ此
や
し
き
へ
（

と
ノ
ル
中
思
ひ
。
ハ
ル入
た
る
さ
ゝ
め
ご
と

十の
衛
士
に
あ
は
れ

思
ひ
も
よ
ら
ず
帝

賤
の
者
か
。
品
に

か
け
ら
れ
ナ
フ
其

く
か
ら
ぬ
情
の

ハ
ル

こ
と
な
が
ら
。
ハ
ルい

ひ
ご
と
。
び
つ

地
ウ

し
な

め
て
は
声
を
聞
ん

冶
が
色声

と
し
て
。

の
中
で
遠
慮
は
無

子
を
語
る
に
も
。

も
し
い
武
士
と
。

五
オ
）
参
り
し

。
地
色
中
塩
冶
は
ウふ
し
ん
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一
二
七

翻
刻
『
尊
氏
将

寝
を
。
玉
の
台
と
さ
し

地
色
ウ
こ
な
た
に
立
し
高
則
は

前
に
色畏

り
。
詞け

ふ
御
急

て
な
し
な
れ
ど
。
サ
ア

ハ

高
則
は
猶
驚
き
顔
。
塩

地
色
ウ

ウ

ウ

軍
二
代
鑑
』

込
メ
て
フ夢

ル聞
て
悔
し

ぎ
の
（
十

酒
一
つ
と

冶
は
一
ト

の
無
念
を
顕
は
す
こ
と

チ
。
武
士
も
立
ツ
。
折
を

れ
じ
と
。
女
心
の
わ
り

す
べ
し
。

地
中枕

か
は
さ
ぬ

を
お
く
へ
同
道
し
。
そ

暇
を
く
る
ゝ
筈
な
れ
共。

世
の
聞

う
か
ゞ

な
く
も
中
フ嬉

契
約
に
て

ち
達
も
諸

。
帝
よ

よ
り
。

よ
姫
と
名
を

の
願
ひ
な
が
ら
身
を
切

こ
と
ゝ
推
量
有
リ
。

ウ暇

地
色
ウ
聞
に
高
則
膽
を
け
し

ハ
ル
ぎ
や仰

ルをう 改
め
。
勅

キ
ンよ
り
も

下
し
給

天
し
た

（
上
）

シ

も
結
ば
ぬ
閨
の
内
。

く
せ
う
し
さ
に
。
思
案

七
ウ
）
旅
労
御
休
息

す
ゝ
め
中ら

れ
。
う
ろ

も

間
に
独
リ
言
。
よ
し
な
き

ハ
ル

妻
を
賜

く
ふ
う
の

有
ル
こ

し
た
る

へ
憚

有

。
ふ
う
ふ
の

ひ
暇
を
く
れ
ん
。
此
詞
に

シ

し
。
ハ
ル涙
は
せ
き
あ
へ
ず

か
く
指
向
ふ
は

ウ道
な
ら

共
に
。
貝
合
し
て
慰
め

リ

リ

地
ウ

り
賜
り
し
女
。
こ
よ
ひ

縁
は
き

相
違
な

ヤ
レ
詞音

ず
と
。

ハ
ル腰

よ
と
。
地
ハ詞

去
て
は
天

定
に
て
の
縁
組
。
お
前

く
る
し
中き
ぞ
や
。

地
色
中

さ
ぞ嘸
無

は
ら
ば
。

ウ生
々
世
々
の

る
其
有
様
。
塩
冶
は

興 体御 を
ウき

ら
ふ

共
ウひ
が

恩
ぞ
と

の
色体
も

中お
り
も
折
。
ウ八
幡
六
郎

と
か
。
思
ひ
が
け
な
き

ウ顔
付
キ
に
て
立
チ
野
を
急 御

り
て
不
便
の
こ
と
を
聞

中が
女
房
ハ立

宿
直
。

度
見
る

し
よ
な
。

ら
ず
共
。
と
か
く
枕
を
か

し
と
。
聞
て

ウ嬉
し
さ
身
に

高
し
人
が
聞
ク
。
表
向

元
共
を

色よ
び呼

出
し
。

詞祝
言

ルに
任
せ

よ
姫
。
嬉
し

子
の
咎

。
此
こ
と
故
とは

さ
ず

中余
り
。

ハ

は
む
つ
ま

の
夜
は
大

さ
余
り
人

云

ひ

に
あ
ら
ね
共
。
ウ康

綱
殿

こ
と
共
。
御
ハ
ルに
く
し
み

。
ス
エ
テ

頼
む
心
の
（
十
六
ウ

な
く
。
詞一
々
様
子
聞
届
ケ

メ

は） へ
心
中
立

有
べ
け

忍
び
な

た
。
忍

イ

一
一
九

ル
チ
野
。
フ
シて
う
し
盃
キ
。
中取

地
色
中

お
き
ば
ら
し
に
と
ウ存

ま

よ
り
も
。
日
比
の
ウ思

ひ
か

色
に
は
染
ぬ
心
か
ら
障

そ
ま

さ
は

揃
へ
。

し
。
取
ハあ

当
座
の

る
こ
と

ば
。
そ
ち
が
心
に
叶
と

ル忝
や
み
や
う
が
な
や
。

上死

じ
き
ふ
う
ふ
の
（
十
七

事
と
思
ひ
。
夫
の
傍
は

々
に
ヲ
ク
リ

い
ざ
な
は

れ
て

ウ

ハ
ル

ハ
ル

ら
か
ば
。
塩
冶
が
恥
辱

い
ひ
。
勅

て
も
御

オ
）
体
を

心
の
労
れ

ぞ
入
リ
給

の
み
な
ら

ず
。
今
此
こ
と
を
い
ふ云
ハ
ルつ

れ
ど
。
ウこ
ゝ
こ
そ
武
士

き
。

び
夫
の
有
ル
女
。
乞
願
は

ウ

ら
さ
。
上命

の
御
情
。

ず
共
此
方地

ハ
ル
高
則
の

ル

へ
ぬ
も

恋
か
。

な
き
独
リ

定
も
立

恩
は
忘

も
て
な

。

よ

ふ
。

ず
。
帝

を
捨
て

能
々
の

よ
り
。



■
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一
二
八

有
ル
か
ら
は
。
長
言
は

つ
と
ふ
り
放
し
。
ざ
し

つ
ゝ
と
出
。
ハ
ルも

つ
た
る

義
有
ル
六
郎
が
妻
け
が

無 さ

せ
ふ
。
こ
よ
ひ
の
祝
言

の
こ
と
。
今
ハ
ルか

ら
は
我

祝
言
の
夜
は
。
み
ご
と

ば
色興

さ
め
顔
。
詞コ

レ

前
の
お
為
に
成
リ
ま
せ
ぬ

ア

勿
体
な
い
こ
と
計

慮
外
は
お
ゆ
る
し
と
。

キ
受

三
こ
ん
ほ
す

翻
刻
『
尊
氏
将

ハ
ルし
な
だ
れ
か
ゝ
る
色詞
付

所
忝
い
。
地
中と
て
も
の
こ

詞

。 軍キ
益
。
立
チ
野
は
ぜ
ひ
に
我
女
房
。

き
フ
シけ

た
て
ゝ
逃
行
ク
を

ハ
ルな

を
後
よ

手
を
も
ぎ
は
な
し
。
つ
き
た
を
し

ん
と
す
る
人
非
人
。

地
ハ
ル

す
い酔

狂
か
乱 り

の
羨
し
く
。
云
イ
出
す
か
ら
は

お
く
様
。
色あ

た
り
に
は
誰
レ
も
な

に
な
ふ
て
な
ん
と
せ
ふ
い
は
ず
と

申
シ
わ
け
も
な
い
。
左
礼
お
つ

。
ハ
ルち

や
つ
と
は
な
し
て
下
さ
ん

是し しせ

。
先
お
前
か
ら
い
た
ゞ
き
ま
し
よ

お
引
キ
受
呑
ひ
ま
も
。
と
や
か
く

色扨
も
み
ご
と
お
さ
へ
に
と
。
ハ
ルつ

二
代
鑑
』（
上
）

。
詞ヱ

こ
ゝ
な
ぼ
つ
と
り
者
。

と
に
ウ立
チ
野
の
盃
キ
。
フ
シい
た
ゞ
き
た思ぎ 最忍

ぶ
内
こ
そ
包
も
す
れ
。
か
く

抱
と
む
る
。

色な
ふ
是
誰
レ
ぞ
出

て
色ハ

ツ
タ
と
ね
め
付
ケ
。
詞い

き
盗

心
か
と
。
せ
き
に
せ
い
た
る
兄

地
色
ハ
ル

あ人の

が
非
で
も
い
や
と
い
は
せ
ぬ
。

地

。
二
世
の
か
た
め
を
つ
い
色ち

よ

大
方
道
々
の
目
色
で
も
し
れ
た
こ

や
る
も
こ
と
に
よ
る
。
八
幡
六

と
。
逃
ん
と
す
る
を
色ど

こ
へ

ウ六つ 郎

。
イ
ヤ

す
ゝ
む
る
か
ら
は
て

ふ
心
を
し
ら
ず
。（
十
八
オ
）
ウ頓

か
ゝ
る
手
を
じ
つ
色と

取
リ
。
詞そ

も

前
よ
り
取
ま
ぎ
れ
。
め
で
た
い

い
と
よ
り
そ
へ
ば
。

成
ル
上
は
か
く
（
十
九
オ
）
ご
の

ふ
て
と
。

ウ声
よ
り
早
く
塩
冶

色

の
不
敵
者
。
一
ト
間
で
様
子
は
と

顔
。
高
則
ち
つ
と
も

色ひ
る
ま
ず

判

郎
が
小
言
を
い
は
ゞ

ウ手
（
十
八

と
。
ハ
ル此

お
び
を
と
手
を
か
く
る

と
。
地
中し
ら
ぬ
ふ
り
は
ど
う
よ
く
と

と
云
夫
有
ル
身
。
塩
冶
様
の
お
み

。
詞夫

の
有
ル
は
合
点
な
が
ら
。

。 ほ

い
主
役
。
ぜ
ひ
始
メ
よ
と
し
ゐ
ら

而
さ
し
た
る
盃
キ
取
リ
。
ハ
ル
ウ
忝
い
と

じ
の
杓
な
ら
な
ん
ば
い
で
も
。

一
二
〇

酒
ゑ
ん
に
外
れ
し
に
美
し
い
手

地
中
ウ

押 で
前
。
妨
ケ
す
る
者

官
。
襖
押
明
ケ

つ
く
と
聞
ク
。
忠

。
詞様

子
を
知
た
と

色

詞

ウ
）
討
に
す
る
迄

コ
ハ
ウき

や
う
こ

。
ハ
ルく
ど
き
か
ゝ
れ

ゝ
へ
入
ラ
ば
。
地
中お

れ
た
物
な
ん
と

れ
て
。
そ
ん
な
ら

い
た
ゞ
き
。
引

い
つ
は
な
ら
ず
と

お
杓
と
は
好
む

ハ
ル
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一
二
九

翻
刻
『
尊
氏
将

か
い
を
て
ら
す
。
僅
の

女
は
し
つ
か
と
預
け
置

切
ツ
た
る
塩
冶
が

色不
知

地
色
中

立
野
は
ウ跡

に
猶
涙
ハ
ル血

筋
ク。

兄
の
怒
を
打
う
な
づ
き

地
色

ウ

軍
二
代
鑑
』

部
屋
住

。
判
官

ソ
レ
ハ
ル引

に
は
な
れ

。
礼
義

ハ
ル

自

が
は
し
た
な
ふ
声

た
ゆ
め
ど

ウさ
あ
ら
ぬ
体

し
い
ま
ゝ
。
弓
箭
に
か

等
が
主
で
な
し
。
遠
慮

涙
は
せ
き
く
れ
ど
。
ハ
ルに 立

詞

ラ
よ
せ
云

渡
し
。
作
法
の

て
。

。
ハ
ル主

な
れ

ゝ
る
は

中治

な
く
ぼ
つ

ら
み
付
ケ

テ ご
と
く

あ
ら
ば
親
兄
弟
の
遠
慮

腕
捻
上
ク
れ
ば
さ
す
が

に
色か

ど
立
テ
。

詞ご
ん言

語
道

と
母
の
ゆ
い
げ
ん
。
命

色

イ

ウ

の断 は
な
い
。

高
則
。

不
行
跡

を
と
ら
ぬ（

上
）

常
々
き
つ
く
は
い
。
今

様
お
さ
ら
ば
と
。
地
中い
へ

ツ
立
よ
の
声
に
連
。
下
部

て
判
官
も
。
涙
を
催
す はど

忘
れ
て
高
則
は
。
立
チ
は
た
か
つ

此
ま
ゝ

し
ウほ
る

は
な
ご

折
リ
色こ

か
く
成

下
る
は
わ
た
し

ば
こ
そ
身
に
か
へ
て

ウわ
ぶ詫

定
。
た
つ
た
一
人
リ
の

は
ら
へ
と
。

地
ハ
ル

詞
は
つ
よ

た
る
心
の
内
。（
二
十
オ

リ

大
小
と
ら
せ
。
あ
ほ
う
払が

科
。
我

る
は
殊
勝

弟
が
不

く
心
に
は

）
フ
シ泣

ク
よ

も
こ

地
ウ此

高
則
が
見
入
レ
て
は
ひ

ウ身
を
ち
ゞ
め
た
る
有
さ

の
科
。
い
ひ
出
す
も
先

は
せ
め
て
の
情
。
地
ウか
ゝ

と人ま祖 ハ
ル

身
御
供

を
。
立

へ
不
孝

る
悪
ク
心

イ

は
ら
は
れ
て
も
。
ど
う

ゝ
ハ
ルな
り
形
。
ウ立
チ
野
は

り
情
な
く
フ
シ追

ツ
立
行
ぞ
ぜ

そ
あ
れ
。
詞う

ら
門
の
か
た で

て
に
が
り
声
。
あ
ほ
う
ば

色

詞

立
チ
野

い
と
ゞ
気

ひ
も
な
き

よ
り
も
地

ら
ひ
勘

身
を
つ
み
に
行
て
。

と
中言

な
が
ら
。
却
而
奴

行
跡
を
禁
る
。
家
中
の

。
ウよ

し
な
き

ウこ
と
ゆ
へ

り
も
猶
せ
つ
な
け
れ
。

ら
し
め
の
。（
十
九
ウ
）

地高
則
様
は

が
ウ為

な

見
せ
し

暫
く
も

ハ
ル
心
を
し
ら

同
然
と
。
立
あ
が
つ
て

チ
野
は
入今
更
気
ノ
毒
さ
し

。
手
討
に
す
る
も
合
点

ン
有
ル
者
に
。
ハ
ルや
し
き
の

立な
チ
野
を

ば
し
と

が
ら
。

住
居
ウ思
ひ

一
二
一

は
ば
ふ
て
行
ク
。
そ
れ
迄

も
き
ゑ

涙
と
共
に

。
ハ
ル

内
へ
投
こ
む
（
二
十
ウ

当
と
は
は
り
が
有
て
面
白

は
此
や
し

留
れ
ど

）
こ
つ
ぱ

い
。
日

お
ゆ
る
し
と
詫
こ
が
る

ら
ず
。

ウ此
悪
事
を
捨
お

め
武
家
の
色な
ら
ひ
。
詞弟
で

。
う
き
め
を
見
す
る
不

か

ウわ
び

で
詫
言
の
。
中
に
立

野れ
ば
判
官

ば
ハ
ル猶

も

な
い
か

便
さ
よ
と 中

は
手
を

目
が
け
。
よ
ら
ん
と
す
る

留
る
を
よ
せ
付
ず
。
立
チ

お
の
れ
は
宮
路
と
云
妾

も
よ
ら
ず
七
生
迄
の
勘チ

を
引
キ
も

蹴
に
け
た

腹
。
義

当
と
。
下

き
に
。

。
思
ひ

石
。
ス

チ
輪
は
せ

も
。
心

心
の
ほ

ら
は
汝

。
ス
ヱ
テ

胸
に

つ
か
へ
。

ど
し
。

を
し
眼

理
有
ル
弟

部
を
呼

色
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一
三
〇

逃
吠
し
た
る
犬
養
玄
番

こ
そ
さ
い
ご

ハ
ル
く
は
ん

観
念
と
。

か
け
て
相
人
は
お
の
れ

と
は
。
憶
病
神
が
か
た

共
せ
ず
。
こ
ゝ
や
か
し

地
色
ウ

ハ
ル

地
色猶
ウ追

か
け
て
討
と
め
ん

の
疵
撫
上
ケ
。
詞さ
い
ぜ

つ
押
や
ぶ
ら
ば

ハ
ル

よ
を

う
ん
と
。
一
度
に
お
せ

み
ぢ
ん
こ
つ
ぱ
石
。
只

ん

地
ウ八

幡
六
郎
け
ら
い
を
呼

地
色
中

ひ
そ

来
る
足
音
人

翻
刻
『
尊
氏
将

ハ
狼
籍
者
ご
さ
ん
な
れ

が
。
是
レ
が
恋
の
叶
は

ハ
ル立
チ
野
は
御
台
に
付
キ
参

軍ぬ
。
主
従
三
人
取

て
か
へ
し
。

お
め
い
て
か
ゝ
れ
ば
こ
ら
へ
か
ね

。
八
幡
赦
（
二
十
一
ウ
）
さ
ぬ
六

ま
つ
て
。
死
神
に
成
ぢ
ご
く
の
か

こ
に
切
リ
は
ら
ひ
。
追
ツ
立
テ
追
イ

色

ツ

ウ

ふ

と
。
ハ
ルか

け
出
ん
と
す
る
色所

に
。
に
げ逃

投
た
る
其
上
に
。
今
門
内
に
て

ば
ひ
（
二
十
一
オ
）
取
リ
大
臣
に

ば
ぐ
は
ら
り
ひ
ら
け
。
将
棊
だ
を

今
返
弁
受
と
れ
と
。

地
ウ

あ
た当

る
を
ウ幸
イウ

参打

。
ハ
ルう

ら
門
の

閂

ぬ
き
。

ウ其
ま
ゝ

音
。

ハ
ル
つ
ら面

ひ
つ
つ
ゝ
み
し
侍
イ
は
。

ウた

二
代
鑑
』（
上
）

。
誰
レ
か
有
ル
と
召
る
れ
ば
。
ウ八
幡

う
ら
み
。
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
う
ら

ら
せ
。
先
々
お
く
へ
と
す
ゝ
め
に

ゞ直 門よ
御
前
を
ば
ひ
と
ら
ん
と
か
け

。
ウ打

合
イ
切
リ
あ
ふ
太
刀
の
影
。

郎
と
。
恥
辱
が
過
て
か
く
ご
の
体

ど
出
。
地
ウ早

く
暇
を
ウと

ら
せ
ん
と

せ
三
重

追
て
行
ク

い ハ

残
り
た
る
犬
養
玄
番
。
主
従
以
上

じ
ぎ
を
さ
せ
。
面
に
は
疵
を
い
た

地
ウ

色

ら
せ
ん
。
案
内
は
伊
賀
ノ
守
と
。

し
に
い
や
が
上
。
う
ご
め
く
所

付
投
付
ケ
ハ
ル眼

を
つ
ぶ
さ
れ
天
窓
を を

を
押
よ
せ
さ
せ

フ
シ心

を
配
つ
て

義
の
執
権
渕
辺
伊
賀
ノ
守

色か
け景

忠
。

六
郎
長
房
は
。
家
中
を
廻
り
立
帰

よ
り
意
趣
を
は
ら
す
と
覚
た
り

任
せ
ヲ
ク
リ
頓
而

打
つ
れ
入
リ
給
ふ
。

。
ら
ん
と
す
る
所
に
。
八
幡
六
郎

電
光
石
火
の
間
タ
な
く
。
け
ら
い

。
フ
ウ

や
さ
し
や
し
ほ
ら
し
や

ル打
ツ
て
か
ゝ
れ
ば
抜
連
て
。
む
ら

色

詞

七
八
人
。
椽
の
下
よ
り
か
け
上
り

ゞ
い
て
。
お
め

帰
ら
ば
手
討

詞 大
ぜ

ウい
一
所
に
重
り
合
イ
。
声

色八
幡
六
郎
。
詞さ

い
ぜ
ん
の
御
進

わ
ら
れ
。
渕
辺
は
フ
シは

ふ

逃
て ン

待
所
に
。

ウ犬
養
玄
番
諸
共
に
う
ら
門
に
忍

一
二
二

り
。
か
く
と
ウ聞

ク
よ
り
扨
色こ
そ

地
ウ某

宜
敷
ク

防
べ
し

ハ
ル
は
し端

近
に
て
は

ぼ
つ
立

。
今

一
人
切
リ
色こ

ろ
し
。

。
此
六
郎
を
相
人

が
り
よ
る
を
こ
と地

ウ

。
玄
番
は
み
け
ん

は
治
定
。
命
に

を
合
せ
て
ゑ
い
や

物
。
う
ぬ
ら
を

行
ク
。

び
よ
り
。

ウ此
門
一

。
詞右
大
臣
具
親

こ
と

色あ
や
う
し
。



■
■
■
■
■
■
■
■

一
三
一

翻
刻
『
尊
氏
将

が
都
の
入
リ
口
な
ら
ば

く
る
（
二
十
三
オ
）
わ

地
色
ハ
ル

母
は
見
る
よ
り
中袖

を
ひ

し
き
を
尋
る
と
て
其
風

。

繁
の
ゐ
か
ご
を
乗
リ
は

地
中

ハ
ル

な軍
二
代
鑑
』

塩
冶
さ

の
風
俗
は

か
へ
。
詞な

俗
で
は
ゆ

し
。
やウ

第
二

地
ハ
ル

水
の
月
は
清
き
に
来
り

ウし
げ繁
の
井
と
聞
へ
し
は
。

地
色
ウ

帰
洛
の
後
は
い
か
ゞ
共

み
子
を
。
ウ大

事
の
孫
と

ウ

あ
ふ
く
。
扇
の
要
石
。。

ウ人
の
情

矢
矧
の
軍

便
り
涙
に

だ
き
か
ゝ

末
の
代

残
る
二
人
を
左
右
に
う

十
二
オ
）
後
よ
り
。
玄

地
色
中

今
は
刀
を

ウお
さ
む
る
祝

身
は

色が
ん岩
石
。
合
ハ
ル
ウ

家
の
礎

キ
ン

け
。
玄
番

番
が
首

言
千
代
に

刃
の
砥

（
上
）

ん
の
お
や
し
き
へ
も
ふ

。
ウそ
れ
ぞ
と
光
る
玉
鉾

ん
ぼ
い
ふ
て
も
お
し
へ

か
れ
ま
い
。
つ
い
ち
よ

程

つ
す
と
す
れ
ど
里
詞
ナ色

フ
お
ろ
せ

は
ご
さ

の
ウ道
吹
ク

て
も
く

こ

と

は
誠
よ
り
流
れ
の
勤
め

（
二
十
二
ウ
）
の
う
さ

ハ
ル明

し
か
ね
。

ウ塩
冶
の
か

へ
小
ヲ
ク
リ

日
数
。
重
ね
て

ウし
げ繁
の

中

迄
も
碑
に
い
し
く
も
。川

竹
の
。

ば
ら
し

ウゑ
ん塩

た
へ
と

中思

ゐ
が
ウ心

計

彫
や
伝

が
い
ら
つ
て
打
ツ
刀
。

を
打
放
し
。
に
つ
こ
と
ウ笑

八
千
代
に
さ
ゞ
れ
石
お

石
。
ク
ル忠
義
に
心
を
沖
の
石

色

ひ
ら
り
と

ふ
て
立

主
を
い
は

。
波
の

ん
す
ま
い
。
地
色
ハ
ル

サ
ア
ご
ざ

風
の
か
ほ
り
き
て
。

ウす
そ裾

る
わ
の
ふ
う
が
出
て
気
ノ

あ
る
き
や
い
の
。
さ
い

の

の
衆
。
太
儀
で
あ
つ
た

ハ
ル

休ん
せ
と
小

紅
イ
雪

毒
。
聞

な
さ
ふ
は

ん
で
と

根
引
キ
に
成
リ
て
あ
ふ
夜

冶
判
官

中高
貞
の
。
か
り

ひ
立
チ
。

地
中母

諸
共
に
旅

は
飛
乗
の
。
か
ご
に
ウ思
の

ふ
ら
ん

な
く

ウ思

の
契
り
に

ウ道
昔

ひ
を
つ
ぶ

は
づ
せ
ば
思
は
ず
も
。

ツ
た
る
は
。
フ
シこ
ゝ
ち
よ
か

ほ
と

ハ
ル打

か
た
め
頓
而
。

鼓
や
ウど
う

。
け
ら
い
を

り
し
有

小
石
を
海

ふ
み
石

一
二
三

裙
取
リ
。
ウ急
ぐ
心
も
ゆ

の
足
フ
シ人
め
に
留
る
ハ
ルふ
ぜ
い

た
様
子
が
塩
冶
様
は
か
た

思
へ
共
な
れ
た
こ
と
は

。
か
ご
を
い
な
せ
て
コ

ウ

色

レつ
た
り
と

な
り
。

い
侍
イ
。

せ
ふ
こ
と

か
ゝ
さ

ひ
は
な
れ
ぬ

ハ
ル参

河
の
国
。

な
れ
そ
め
て
。
子
ハ
ル迄
な

作
り
は
ま
め
や
か
に
。
明

と
フ
シあ

は
田
口
ハ
ルに

ぞ
ウ岡

崎
の

し
た
る
中中

ケ
て

ウ二
つ

着
に
け
る

け
さ
に
切
リ
付
て
。
コ

様
な
り
。

石
の

中い
も
せ
を
て
ら
す

石
石
橋
の
。
か
ゝ
る

レ
ハ
と
驚

玉
柏
。

ハ心

勇
者
の
御

ウあ
ゆ
み

其
お
や

も
な
い
。

ん
。
是詞

白
拍
子

々
に
。

の
乳
の

。 く
（
二

ル

は
鉄
石

影
石
。
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一
三
二

と
走
り
行

。

地
色
中

跡
に
親
子
が

ハ
ル顔

見
合
せ

ヤ
な
ら
ぬ
と
。
聞

て

か
ら
嫁
入
し
ま
し
た
へ

ふ
ご
ざ
つ
て

地
ウ口

舌
を
な

ク

び

詞テ
モ
わ
る
が
う
な
こ
と

レ
ハ
扨
。
詞塩
冶
判
官
高

地
ハ
ルイ

し
き
は
都
で
な
ん
と
云

御
尋
。
塩
冶
殿
の
お
や

か
に
と
ざ
れ
か
ゝ
る
。

が
面
は
ゆ
か
ろ
。

地
中と

は

の
山
王
参
り
ハ
ル二

人
リ
づ

翻
刻
『
尊
氏
将

お
前
の
風
を
な
ら
ふ
て

ん
よ
り
ふ
つ
つ
り
便
り

ウ
）
使
イ
に
て
。
お
侍
イれ 軍ウハ

ツ
ト
驚
く
母
よ
り
も
。

ウ繁
の
ゐ

つ
く
り
親
子
の
顔
。
繁
の
ゐ
は

。
フ
ウ
そ
れ
を
ま
だ
し
ら
ず
か
。

さ
れ
ヱ
ゝ

ハ
ル
う
ら
や
ま

羨
し
と
行
キ
ち
が
ひ
。

猶ウ

計
わ
し
ら
は
そ
ん
な
者
で
は
な
い

貞
と
て
か
た
い
お
か
た
と
聞
し
に

ウ

所
。

地
中早

ふ
行
ク
や
う

ウ近
道
に

ハ
ルち

よ

し
き
よ
り
島
原
を
問
さ
ふ
な
人
。

つ地

い
へ

ウ都
の
勝
手
は
し
ら
ず

ハ
ル道

行
人

に
て
出
来
る
。

ウし
げ繁

の
ゐ
や
が
て

頓
而
色声

二
代
鑑
』（
上
）

も
拍
子
が
な
ふ
て
行
れ
ま
せ
ぬ
。

は
色な

け
れ
共
。

詞矢
矯
を
い
な
ん
す

の
か
た
い
約
束
け
ふ
や
し
き
へ

を 地行
は
十
方
に
く
れ

ス
ヱ
テ

さ
し
う
つ
む
い

胸
さ
は
ぎ
今
の
詞
は
聞
所
。
塩

矢
矯
の
軍
の
御
ほ
う
び
と
て
。
帝

腰
の
あ
た
り
を
（
二
十
四
ウ
）
ふて 冶

。
様
子
有
て
塩
冶
様
の
や
し
き
へ

ち
が
ひ
。

よ
御
ぜ
ん
と
云
美

色

詞

と
教
て
下
ん
せ
と
。

ウい
ふ
に
こ

ウけ
ふ
山
王
へ
ハ
ルお

参
り
の
松
の
ウ位
イ

し と

に
お
や
し
き
を
。

ウと
ひ問

も
つ
て
行
キ

か
け
。
詞そ

つ
じ
な
が
ら
お
ふ
た

ハ
ル
な
を
ら
ぬ
こ
と
は
な
ん
と
せ
ふ
ウあ

折
か
ら
に
追
付
ケ
迎
ひ
を
お
こ
さ

ク
と
は
や
。
若
君
の
お
入
リ

姑

泣
キ
ゐ
た
る
。

さ
ん
の
お
内
儀
。

よ
御
ぜ
ん

様
よ
り
下
さ
れ
て
祝
言
の
す
ん
だ

つ
つ
り
と
。
ウさ

は
ら
ば
ひ
や
せ
ウ山

行
ク
者
。
お
し
へ

教
て
た
べ
と
聞
ク
よ
り

い
お
内
儀
様
を
よ
び
な
が
ら
。

な
た
も
ふ
ぜ
い
を

色見
て
取
リ
。

詞さ

見
た
目
は
ち
が
は
ぬ
。
フ
シお

名
は

地
ハ
ル

も

ま
し
よ
と

ウ又
あ
ゆ
み
行
ク
中向

ふ
よ

り
に
問
ま
し
た
い
こ
と
が
有
ル
。

一
二
四

ん
じ
さ
ん
す
な
大
事
な
い
。
こ
と

ふ
と
。
家
老
八
幡
六
郎
殿
を
御
陣

御
を
も
て
な
し
と
。
一
家
中
が
上と

云
人
は
。
と
こ

は
ふ
ゆ
と
し
。
早

王
参
り
フ
シ御

め
ん

よ
こ横

手
を
打
て
色コ

傾
城
狂
ひ
か
コ
リ

つ
て
も
見
ご
と
な

（
二
十
四
オ
）
い

ウ
り
。

ウう
は
き
遊
び

塩
冶
さ
ん
の
お
や

し
へ
な
つ
て
ウ塩
さ

よ
り
の
（
二
十
三

を
下
却
て
こ
ち
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一
三
三

翻
刻
『
尊
氏
将

そ
れ
で
わ
し
へ
の
詞
が

さ
迄
と
。

ウう
ら
み

恨
か
こ
ち
て

地
色
ハ
ル

六
郎
も
色理

に
せ
ま
り
。

軍
は
一
年
計
士
卒
の
労 詞

の
腹
立
チ
よ
り
か
ゝ
さ
ん軍

二
代
鑑
』

立
ツ
か
。

せ
き
の
ぼ

御
腹
立
の

を
思
召

へ
恥
し

と
つ
き
放
し
て
涙
ぐ
み

う
は
ぬ
り
し
て
鳴
あ
る

て
く
る
わ
へ
引
取
リ
。
ウ

君
を
愛
す
る
に
も
。

ウ迎

る

の
中京

上
り
。
け

か

ウ

色

男
畜
生
塩
冶
の
御
家
老

。
矢
矯
の

い
た
太
こ

う
ひ
の
人
の

ふ
と
云
け

詞
八
ま
ん
と

地
色
ウ

向
ふ
の
方
よ
り
ゆ
ゝ
敷

も
遙
に
見
付
ケ
ウけ
ら
い

け
ん
ご
で
大
悦
と
。

地
ハ
し
き式

六
郎
ハ
ル手
向
ひ
な
ら
ぬ
主

クル

も
ハ
ルけ

ら

を
木
陰
に

礼
す
れ
ば

人
の
め
か（

上
）

此
若
君
は
見
捨
る
の
か

し
中
フ
シ
む
せ
び
。
ハ
ル歎
く
ぞ
道

段
御
尤
そ
れ
成
ル
は
御

シ
。
岡
崎
ノ
女
房
を
多
く

。

く
。
此
若
君
の
お
ひ
さ

地
ハ
ル

き
は
何
と

ウ
主
が
主

理
な
る
。

母
儀
と
や

呼
よ
せ
主

軍
の
か
へ
る
さ
請
出
さ

殿
。

地
ハ
ル

い
つ
は

偽
り
と
は
思
ひ
も

し
た
こ
と
ハ
ル悦
ん
で
下
さ

く
る
ま
ね
し
て

ウ待
テ
共

ふ
ウう

は
さ
噂
を
聞
ケ
ば
ハ
ル便

り
の

ウんな

い
ふ
は
と
の
か
ひ
。
コ

れ
て
も
く

よ
ら
ず
。

せ
。
ウお

（
二

い
こ
そ

レ
こ
ゝ
な

い
引
キ
つ
れ
出
く
る
は
。

や
中す
ら
は
せ
。
ウ其
身
一

ウ繁
の
ゐ

ウつ
ゝ
と
よ
つ
て

け
。
ウ母
は
見
る
よ
り
ウ大

色
ウ塩

冶
の

人
歩
み

コ
レ
六
郎

た
ん
な
と

な
り
や
家
老
殿
こ
ん
な

。
主
人
塩
冶
判
官
よ
り

人
も
共
に
お
慰
み
。
縁 し

か
な
ら
ん
悲
し
さ
に
。

か
な

詞魂
だ
ら
に

便
リ
を
致

で
こ
そ

イ
も
き

る
わ
住
居
。
追
付

若

ウ八
橋
村
の
兄
さ
ん
が

ウま
づ貧

前
を
や
し
き
へ
連
行
カ

十
五
ウ
）
び
ん
き
も
な

色道
理
な
れ
。
詞

よ
姫
と

色

ばく

ケ

太
こ
持

。
た
い
こ
持
と君

諸
共
に

し
い
中
で

ウ塩
冶
様

。
フ
シ余

り

く
さ
り
合

は
な
ん

家
老
八
幡
色六

郎
。
日
吉
の

よ
り
ハ
ル是
は

繁
の
ゐ
殿

殿
よ
い
所
で
あ
ふ
た
の

気
を
（
二
十
五
オ
）
あ

チ

ウ

ウ

宮
へ
代

珍
ら
し

と
。

ハ
ル胸

ぐ

せ
れ
ば
色大

一
二
五

な
ぜ
し
や
つ
た
。

地
ハ
ル

ぼ
う坊
主

さ
ぬ
（
二
十
六
オ
）
其

あ
れ
御
胤
や
ど
り
。
直
に

ゑ
胸
砕
け
わ
し
や
い
き
てが

に
く
け

子
細
は
。

越
前
へ

ゐ
る
心

京
よ
り
迎
ひ
を
お
こ
そ

も
気
楽
に
く
ら
す

中母
様

も
御
悦
び
。
ウわ
し
が
一

の
な
つ
か
し
さ
か
ゝ
様

イ
い
し
こ
さ
ふ
に
祝
言

を

の
こ
と
。
な
ん
の
こ
と

ふ
と
。
主

を
。

ウこ
と

つ
の
孝
行

ウつ
れ
ま

と
は
。
我

ゝ
は
ヲ
ゝ

参
の
道
し
げ繁

の
ゐ
そ
れ
ぞ
と

い
色御
対
面
。
詞そ
れ
成
ル
は

ら
取
て

色引
す
ゆ
る
。

ウコ

事
な
い
。
詞こ
な
さ
ん
は

地
ハ
ル

ハ
ル

待
チ
顔
を

千
代
松
君

ハ
何
ご
と

し
ら
ん
す

り
や
け

矢
矯
の

の
出
ツ
陣

は
な
い
。

の
虚
に

は
り
立

と
ウ此
若

し
て

ウは

身
の
上

に
く
や

。
ウ六

郎

ヤ
レ
御

ゝ
八
幡

ま
い
。
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一
三
四

身
を
も
が
き
。
恨
の
涙

地
色
中

母
も
今
更
詞
な
く
八
幡

別
。
一

足
も
先
へ
と

し
い
や
ら
ウ悲

し
い
や
ら

り
ふ
し
て
。
ウい

ひ
負
た

ウ

急

ま
せ
ぬ
。
ウな

ま
中
に
身

ウ行
達
し
て
お
前
を
ハ
ル引
キ

ウ

ト

け
る
。

地
色
ハ
ル

母
は
見
か
ね
て
色な

ふ
娘

は
ぬ
こ
と
な
ら
ば
な
ん

取

致
色せ

し
所
。

詞今
日
ひ
よ

ば
。
ウ主

君
の
満
足
我
ら

翻
刻
『
尊
氏
将

に
も
御
同
道
と
は
お
ぼ

ウ思
ひ
な
が
ら
も
日
を
重

ば
つ
ゝ
む
は
も
る
ゝ
世

軍に
ゑ
返
り
。
湯
玉
を
飛
す
ご
と
く

六
郎
も
も
て

ハ
ルあ

つ
か
ひ
。

ウし
あ
ん

ぎ
漸
都
の
そ
ば
へ
き
て
。
殿
御

心
の
内
の
せ
つ
な
さ
を
。
ウ推

量
し

ら
ば
舌
く
ひ
切
リ
ウし

ん
で
恨
を
は

中
フ
シ

ハ
ル

のら

を
請
ら
れ
て
ウ塩

冶
様
の
お
く
様
じ

リ
ウお
心
を
や
す
め
る
（
二
十
七
オ

ウ

ウ

。
詞あ

な
た
の
咄
し
の
通
り
な
れ
ば

と
い
な
ふ
と
色思

や
ら
ぬ
か
。
詞ナ

ニ

し
山
王
へ
代
参
の
道
す
（
二
十
六

迄
ウい

か
計
大
け
い
と
。
ウ手

を
す
り

二
代
鑑
』（
上
）

せ
共
。

地
中
ぐ
は
ん
元
来
士
卒
を

ウな
つ
け
懐
ん
為
格

ね
ウ漸

旧
冬

色御
か
い
陣
。

詞帝
よ
り

の
な
ら
ひ
。
地
中今
暫
く
ウ折
を
窺
ひ

外な
り
。

を
定
メ
て
つ
ゝ
と
立
チ
ウ物

を
も
い

顔
も
や
し
き
も
見
ず
。
小
面
の

て
た
べ
六
郎
殿
と
に
ウか

く
や
し
き

し
て
色見

せ
ふ
。
詞サ

ア
か
ゝ
さ
ん

は に立

や
。
追
付
ケ
ウ迎

ひ
が
く
る
な
ど
ゝ
ウ

）
こ
と
か
。
ウ岡
崎
の
宿
よ
り
は
ウ五

ウ

塩
冶
様
に
如
在
は
な
い
。
追
付
ケ

ヲ
か
ゝ
さ
ん
の
心
よ
は
い
。
た
と

く

ウ
）
が
ら
。
各
に
逢
奉
る
は
偏

頭
を
さ
ぐ
れ
共
ウ繁

の
ゐ
は
猶
ふ

の
ハ
ル

は
か
り
こ
と

謀
。
ウ表

テ
立
て
同
道
あ
ら
ば

よ
御
前
を
賜
り
し
は
。
御
主
人

某
御
ハ
ル迎
ひ
に
参
る
時
。
ウ段
々
を
申にり も

ず
行
ん
と
す
。
ど
つ
こ
い
（
二

く
い
こ
と
聞
て
す
ご

是
が

へ
色つ

れ
立
て
。
ウ塩

冶
殿

よ
づ
ら

し
や
ん
せ
六
郎
殿
つ
れ
て
い
て

いハと

る
わ
の
衆
に
う
ら
や
ま

羨
れ
。
兄
様
に
こ

十
里
計
の
う
き
旅
路
。
ウく
る
わ

ウ

あ
の
御
家
老
の
直
に
迎
ひ
に
こ
ふ

へ
如
在
が
な
い
に
も
せ
よ
。
地
ハ
ル

わ
し

中

神
の
引
キ
合
せ
。

地
ウ聞

分
ケ
あ
つ
て

切
ツ
て
。
ウ何

と
云
共
得
心
は
ス
ヱ
テ

涙
に

一
二
六

ウ色
に
耽
し
侍
イ
と
。
ウ世
の
欺
り

某
も
思
ひ
も
ふ
け
ぬ
御
祝
言
。

シ
ひ
ら
き
若
君
共
に
御
供
せ
ん
と十

七
ウ
）
や
ら
ぬ

な
れ
ふ
か
。
恥

ル三
つ
が
な
わ
に
せ

。
地
ハ
ル

心
つ
き
つ
め
。

と
は
り
立
テ
。
孝

の
道
中
と
は
格

ウ

と
有
ル
。
地
ハ
ル

見
捨
給

や
一
ぶ
ん
が
立
チ

御
ハ
ル帰

り
下
さ
れ
な

く
れ
て
ゐ
た
り

は
上
へ
の
恐
れ
。

猶
此
時
に
便
り
せ

。
ウ主
人
と
相
談
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翻
刻
『
尊
氏
将

ば
ウ聞
分
ケ
て
た
も
繁
の

見
た
い
と
一
ト
筋
に
ウは

と
ゝ
は
フ
シ思

へ
共
。
地
色
中

か
ゝ

口
迄
送
ら
れ
た
身
が
。

ゐる

も
疑
ひ
も
。
思
ひ
は
ら

ウ

軍
二
代
鑑
』

と
中
フ
シ
涙
とと

様
へ
の
ハ
ル孝

か
う
し
た

し
て
戻
つ

ら
ば
命
の
極
め
。
と
は

こ
。

詞折
を
窺
ひ
某
が
お

ふ
く
め
る
気
は
な
い
か

地
色
中

繁
の
ゐ
は
猶
涙

ハ
ル母

は
一

塩
冶
様
を
思
ひ
過
し
却

若
君
が
い
と
し
い
と
。

い
ふ
物
の

迎
イ
に
参

。
地
ウ扨
も
ど

々
聞
分
ケ

て
仇
を

口
先

計

つ
れ
テ
行
ケ
と
。
ウよ

ら
ん

イ
ヤ
サ
い
ふ
ま
い
。
尤

分
ケ
て
も
聞
分
ケ
ず
無
体

士
立
ね
ば
家
も
た
へ
。
地

と
す
る

便
り
の

に
や
し

中い
た
は
し

キ

（
上
）

。
ハ
ル共
に
せ
い
す
れ
ば
。
地

き
た
物
を
。
ぜ
ひ
に
や

行
な
ら
ば
ハ
テ
ウな

ん
と

わ
け
と
い
ひ
（
二
十
九

色娘し

て
た
も
六
郎
殿
の
お
詞

ウ

が
。
若
此

中は
顔
を

き
へ
ウい

せ
ふ
い
色に

オ
）
立
て

ナ
ウ
お
袋
。
つ
れ
立
て

る
迄
。
御
不
自
由
に
な

か
し
や
片
い
ぢ
や
と
ハ
ルお

て
。

ウ娘
の
せ
な
を
撫

中お

引
お
こ
し
。
地
中若

君
や
そ

きろ

は
人
ら
し
く
。
実
に
御
為

お
帰
り

や
う
に

ど
し
す
か

し
。

詞今

（
二
十
八

を
思
は

を
突
と
ば
し
ハ
ル重

ね
て
よ
る

な
き
を
疑
ひ
都
へ
上
る

き
へ
ふ
ん
込
ン
で
。
今
御

や
若
君
は
一
生
賤
し
く
ハ

を
色ハ

ツ

は
去
ル
こ

ふ
う
ふ

ルく
ち
果
て

な
き
は
ら
し
ウ若
君
に
も
ハ

こ
ふ
と
い
へ
ば
ウ恋
し
た

ま
せ
ふ
。
詞と

は
い
へ
く

岡
崎
へ
は
戻
ら
れ
ず
。

ルあふ地

上
に
違
ひ
な
ば
其
時
は

ウ

は
せ
た

の
は
偽

る
わ
を
出

中八
ツ
橋
村

そ
な
た
よ

あ
れ
。
太
切
な
若
君
を

宜
敷
ク
便
り
致
す
べ
し

し
つ
恥
し
め
つ
ウか
ぞ
へ

の
様
子
を
き
ゝ
や
つ
た

ウ
）
な
た
迄
ハ
ルも

し
も
の

お。るこ

地
ウ

ざ
る
心
と
詞
は
万
里
の

預
け
申

一
応
も

な
ら
べ
て

そ
な
た

と
の
有

相
違
。
無

タ
ト
ね
め
付
ケ
詞主

人
塩
冶

と
な
が
ら
。

よ
御
前

を
妨
ケ
な
ば
。
主
人
は
好

。
ウ御
親
子
共
に
末
代
迄

と を
た
ふ
ら

御
縁
組

色
の
名

恥
辱
を

一
二
七

し
。
ウな
つ
か
し
い
殿
御

り
と
。
ウ六
郎
殿
の
中詞
の

る
時
に
皆
打
そ
ろ
ふ
て

の
兄
様
へ
も
ハ
ル何

面
目
に

り
此
母
が
聞
ま
せ
ぬ
。

ウ

しの
顔
。
ウあ

末
。
つ
れ

め
で
た
い

い
な
れ
ふ

真
実
の
孝

ん

置

か
ら
は
。
主
人
が

再
応
も
。
娘
御
の
合
点

八
幡
が
。
フ
シ心
の
内
ぞ
類

が
心
一
ツ
に
て
。
三
方

ル
な
ら
ば
。
ウ此

母
は
何

の四とウ

シ
ハ
ル
ク

理
無
法
の
女
（
二
十
八

見
捨
ぬ
慥

行
ク
や

ひ
な
き
。

方
の
為

せ
ん
も

オ
）
や
し

か
す
白
拍
子
の
偽
り

は
帝
の
勅
定
ぜ
ひ
な

を
く
だ
し
。
天
子
に
背

残
し
給
ふ
は

色治
定
。
詞塩

女
。
何
偽

き
次
第
。

く
朝
敵
同

冶
殿
か
床

ひ
た
い

な
い
こ

と
。
出

と
。
上思

行
な
ら

な
せ
う

う
に
申
シ

な
ら
ず
。

は
や
恨

色
き
へ
来

り
と
は

こ
と
を

前
。
武

し
い
の
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捨
と
。
心
ほ
ど
け
ぬ
糸

地
ウあ

ま
た
出
入
門
前
に

ウそ

世
に
良
薬
有

と
い
へ

馬
ノ
頭
直
義
朝
臣
の
ウ御

忠
。
只
ハ
ル一

人
の
御
看
病

ウ

病

迎
ひ
の
き
た
時
に
。
今

も
よ
は
中

と
ハ
ルこ
ゝ
に

地
ハ
ル

リ

ご
ん
け
ん
へ
主
人
の
代

イ
の
。
忠
義
に
心
ウく

も

地
色
中

母
は
娘
に
力
を
付
ケ
ウ思
りひ

の
国
の
八
ツ
橋
村
花
守

段
真
平

。
御
親
子

翻
刻
『
尊
氏
将

ひ
む
す
ぼ
れ
せ
き
上
ケ

地
色
中

見
る
に
六
郎

ハ
ルか

く
し
な

と
が
有
ル
。
此
母
が
わ

の 軍てけ脈
を
。
押
は
か
ら
れ
ぬ
病

の
床

れ
ぞ
と
よ
け
る

ウ侍
イ
は
是
も
御
家

共
其
病
根
を
し
ら
ず
し
て
。（
三

気
は
。
去
年
の
秋
よ
り
引
籠
り
ウ

。
そ
れ
よ
り
外
は
誰
レ
と
て
も
ウ対

ウ

ウ

イ

年

の
つ
ら
さ
は
何
ご
と
も
む
か
し
語

き
ゆ
べ
き
あ
は
田
口
。
親
子
の
涙

ウ
参
時
う
つ
る
。

地
ウ必

御
さ
た
御
無
用

な
く
フ
シ日

吉
の
宮
へ
と
別
れ
行
。

し
こ
と
の
ハ
ル叶

な
ぬ
後
は
。
ウ必

願
ウ ひ

喜
作
と
尋
。

地
中追

付
ケ
迎
ひ
を

ハ
ル待

ま

の
御
心
底
主
人
へ
く
は
し
く
語
り

二
代
鑑
』（
上
）

中
フ
シ
泣
ク
よ
り
。
ハ
ル外
の
こ
と
ぞ
な
き
。

き
ウ母

も
キ
ンせ

き
く
る
涙
を

色お
さ
へ
。

云
て
八
ツ
橋
村
へ
つ
れ
て
行
ク
。

詞。
ふ
し
ぎ
を
な
せ
る
計
也
。

の
執
権

ハ
ル
か
う高

の
武
蔵
ノ
守
師
直
。

ウ御

十
オ
）
い
か
で
か
治
す
る
こ
と
を

も
又
く
れ
春
過
て
。
弥
重
し
と
ウ

面
さ
ら
に
ゆ
る
さ
ね
ば
。
何
の
病

フ
シ

病 一

り
と
な
り
や
せ
ん
。
地
中思

へ
ば
ふ
か

て
り
う
つ
る
。
ウ日
影
は
七
ツ
ウ八
ツ
橋

ウ

色

と
ハ
ルけ

ら
い
共
を

よ
び呼

出
し
。

は
や早

お
暇

叶
ふ
と
や
ウ今

は
ほ
い
な
く
色い

ぬ
る

す
と

ウ聞
て
六
郎

色は
る
か

遙
に
す
さ
り
。

詞お

。
御
首
尾
を
取
リ
ま
か
な
ひ
追
付

色

ウ

ナ
フ
こ
ゝ
な
者
。
く
る
わ
の
こ
と

ヲ
ゝ
け
な
者
じ
や
よ
ふ
聞
分
ケ
た

ケ

気
見
舞
は
常
よ
り
も

ウ折
目
正
し

得
ん
。
征
夷
将
軍
義
詮
の
御
叔
父

家
中
ハ
ル取

々
騒
ぐ
其
中中

に
。

ウし
つ執
権

イ
と
白
書
院
御
ウ見

舞
の
典
薬
も
。

い
た
の
し

楽
み
と
さ
ま
ハ
ル

す
ゝ
め
い
ざ

の
上さ
と
へ
と
。
つ
れ
て
三
重

帰

中
ウ

せ
い

ウ

と
云
に
付
ケ
ハ
ル繁

の
ゐ
密
に

ウ詞
詰

共
。
詞六

郎
殿
の
詞
も
あ
れ
ば
。

ウ

り

為
を
存
じ
て
か
り
初
に
も
。
過

め
で
た
ふ
御
迎
ひ
。（
二
十
九
ウ

一
二
八

は
尤
じ
や
が
血
を
分
ケ
た
兄
弟
に

。
得
心
の
上
は
六
郎
殿
必
詞
に
ち

き
上
下
に
。

フ
シ
か
ど角

ひ

に
。
心
足
利
左

渕
辺
伊
賀
ノ

守
景

病
家
へ
通
ら
ば

色う
ち討

な
は
れ
。
ウ心

も
足

け
り

ウ

。
約
束
か
た
き

ウ侍

此
後
は
快
く
御

言
申
せ
し
慮
外
の

）
某
は
日
吉
山
王

。
何
恥
か
し
い
こ

が
ひ
な
う
。
三
河



■
■
■
■
■
■
■
■

一
三
七

翻
刻
『
尊
氏
将

よ
り
な
が
ら
。
ハ
ル大
太
刀

れ
者
。
病
家
へ
よ
ら
ば

ら
ウけ

し
か
ら
ず
。
ウ
フ
シ

見
へ

地
色
ハ
ル

師
直
ち
つ
共
驚
中か

ず
。

ウ

寝
所
に
向
ひ
高
声
に
。

し
ん

軍
二
代
鑑
』

を
杖
に
つ

討
捨
と
の

に
け
る
。

間
近
く
よ

高
の
武

か
う

ら
れ
。
伊
賀

守
膝
立

て
窺
ひ
。
御
前
へ
来
ら

し
ナ
。
武
家
に
生
れ
て

忠
の
臣
。
先
達
而
か
く

て
（
三
十
一
ウ
）

中ひ
か扣
ゆ

地
色
ハ
ル

主

ノ

テ

為
。
御
辺
も
我
も
か
た

直
し
。

ば
お
手
討

君
の
為

と
聞
キ
今

れ
ば
。
心

詞 を
な
ら

れ
も
有
ル
男
ぶ
り
。
地
ハ
ル

か

君
直
義
の
御
所
労
。
貴

為
参
上
。
い
ざ
御
前
へ

無
用
也
。
是
よ
り
直
に

くウ

と
（
三

辺
看
病
御

同
道
と
。

帰
ら
れ
よ（

上
）

き
。
病
苦
に
や
つ
れ
て

。
主
命
背
く
不
忠
の
臣

つ
て
首
さ
し
の
べ
。
し

蔵
ノ
守
師
直
。
御
病
体
を
拝
せ
ん

ウ

ぼ
ね

。
一
家
中

り
め
に
顔

其
詞
こ
そ
過
言
至
極
。
御

と
の

色仰
。

詞但
命
は
お
し

。
命
を
果
す
は
戦
場
も

日
の
推
参
は
。
御
手
討

し
づ

ウ御
病
家
を
。

合ハ

ぶ
る
執
権
職
。
御
前
へ
通病

家
へ

う
な
い
か

畳
の
上

点
帰
ら

ルさ
し
て

る
を
無

十
ウ
）
見
る
よ
り
伊
賀
ノ

く
ら
う

。
先
頃
は

ハ
ル立

ん
と
す
る
を
し
ば
し

と
云
を
う
ち
け
し
。
ア

守
ウお

そ

只
当
分

と
色お

さ
へ

ラ
聞
に

あ
れ
。
削
過
せ
し
夜
叉

の
見
せ
し
め
に
。
首
打

を
色打

詠
。
詞御

病
気
（
三

チ

為
御
傍
へ
推
参
と
。
聞
ク

地
ハ
ル

の
顔
。
気

は
な
す

十
二
オ
）

よ
り
さ
つ

通
る
こ
と
御
赦
免
は
某
一

と
い
は
せ
も
果
ず
あ
ざ

も
同
じ
こ
と
。
お
手
討

ぬ
合
点
。

地
色
中

命
を
す
て
ゝ

襖
の
一
ト
重
ご
し
。
命
を の

用
と
は
舌
の
（
三
十
一

人
。
其

笑
ひ
。
和

に
あ
へ
ば

ウ御
見
舞

的
に
立
テ

地
色
中

オ
）
根
長

ば
さ
ら
ず
の
髭
の
ち
り
。

の
事
と
計
。
疎
に
さ

。
詞心

に
忘
れ
ず
御
見
舞

く
き
あ
い
し
ら
ひ
。
御
見 た

取
次
せ

有
し
が

主
君
も
嘸

舞
申
ス
と

一
二
九

力
は
落
ぬ

色ど
う銅
突
声
。
ヤ

か
く
ご
せ
よ
と
。

地
ハ
ル

い
か
り

怒
の

見
舞
の
此
師
直
。
手
討

面

と
襖
を
開
き
。
内
に
足ウ

ア
詞命
し
ら

色
ウ息

遣

に
せ
ん
と

利
直
義
公

ほ
か
一

家
中
典
薬
の
頭

殿
は
命
が
お
し
き
故
武

と
て
。
御
病
気
を
何
病

と
。

ハ
ル云

に
口
あ
く
伊
賀
ノ

か
ゝ
る
ウや

た
け
心
そ
。
フ

ツ

ウて
ん

き
渕
辺
の
一
言
。
返
答

迄
も
糸

士
の
作
法

と
弁
ざ

守
ウ一

本

シ不
敵
な
る

ハ
ル
い
と

有

や
と

ん
と
立
出
る
。
武
蔵
ノ
守

。
地
色
ウ
日
数
積
れ
ば
気
遣
は

や
御
満
足
。
某
宜
敷
申

は
御
病
体
を
見
聞
問
。 し 座

を
か
ま

く
。
ウ御

上
ん
御
め

御
本
復
を

ル

ず
の
し

ひ
。
あ

そ
れ
程

脇
息
に

脈
を
以

を
忘
れ

る
は
不

ン
さ
ゝ
れ

。ウ 云
か
け

へ
。
詞主

見
舞
の

み
へ
は

な
さ
ん



■
■
■
■
■
■
■
■

一
三
八

め
か
し
。
目
に
さ
し
付

又
ふ
り
上
ケ
。
ウた

ゞ
よ
ひ

少
し
も
胸
に
徹
し
な
ば

翻
刻
『
尊
氏
将

に
。
気
色
遊
ば
す
御
病

手
医
者
に
も

ウ対
面
ゆ
る

詞
。
甘
い
計
は
毒
の
基

討
ぬ
の
差
別
な
く
。
臣

軍る
あ
や危

う
さ
は
。
身
に
か
ゝ
ら
ね
ど

か
ざ
す
太
刀
の
影
。
す
り
よ
る

中命

。
御
心
腹
を
明
さ
せ
（
三
十
二
ウ

二
代
鑑
』（
上
）

体
何
よ
り
は
先
大
悦
。
直
に
様
子

さ
ぬ
病
の
名
。
何
と
弁
へ

ウ療
治

。
地
ウ師
直
医
家
に
は
生
れ
ね
共
ウ其
病

下
の
命
は
君
の
物
。
御
承
引
な
く

ハ
ル

ウ

伊
賀
ノ
守
。

ウ見
れ
ば
す
る
ど
き

や
ひ
ば

刃

は
ウ露

な
が
ら
。
ウ風

に
ゆ
ら
れ
て

の照

）
給
へ
い
か
に

と
詰
か
く
れ

を
見
届
ん
と
存
じ
込
ン
た
る
某

の
程
。

ハ
ル御

自
身
に
遊
ば
す
や
。

詞主

性
を
聞
ク
な
ら
は
。

ハ
ル医

案
書
に
も

討
る
ゝ
共
。
魂
イ
は
皮
肉
に
入
。

ウ

に病
ハ
ル

下
。
首
さ
し
付
ク
れ
ば
引
ツ
そ
ば

薄
。

フ
シ案

山
子
を
打
ツ
が
ご
と
く

ば
。
直
義
ぜ
ひ
の
返
答
な
く
。
大

一
三
〇

。
か
く
ご
せ
よ
と
は
御
意
に
及

君
の
病
に
医
療
も
加
へ
ぬ
。
御
傍

及
ば
す
し
て
。
療
治
の
便
り
と
成

を
し
ら
で
有
べ
き
か
。

地
色
中

か
く
迄

ウ

つめ
。

ウ顔
詠
む
れ
ば

也
。

太
刀
ぬ
い
て
ひ
ら

ば
ず
。
地
色
ウ
一
家
中
御

さ
ら
ず
の
渕
辺
が

リ
申
さ
ん
。

詞討
の

く
す

ウ忠
義
の
程

ウ


